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◎ 本会議に職務のため出席した者の職氏名

議会事務局長 藤村 孝志

議会事務局次長 大島 康作

議会事務局事務副主任 井手 和輝

◎ 議事日程

議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。

◎ 会議録署名議員の氏名

議長は会議録署名議員に次の３名を指名した。

９番 郷司千亜紀 議員

１０番 井川 英秋 議員

１１番 西村 昌義 議員
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開議 午前１０時００分

◎議長（林 茂議員）

改めまして、おはようございます。ただいまの出席議員は１８名であります。定足数に

達しておりますので、本日の会議を開きます。

それでは、本日の日程に入ります。

本日の議事日程は、ご配付の日程表のとおりでございます。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、９番 郷司千亜紀君、１０番 井

川英秋君、１１番 西村昌義君を指名いたします。

次に、日程第２、市政に対する代表質問を行います。

通告者は、配付の代表質問一覧表のとおり、通告は４件であります。

初めに、相和会、原政義君。

◎１４番（原 政義議員）

議長、１４番。

◎議長（林 茂議員）

はい、１４番、原政義君。

［１４番 原 政義議員 登壇］

◎１４番（原 政義議員）

それでは、議長の許可をいただきましたので、通告に従い、相和会を代表し、代表質問

をさせていただきます。

１件目は令和４年度予算編成方針について、２件目として農林業の推進について、３件

目は公務員の定年延長について質問をさせていただきます。

新型コロナウイルス感染症は、発生が確認されて以降、全世界に大きな影響を与えてい

ます。日本においては現在、沈静化しており、第６波に備えつつも経済を動かしていく方

向に向かっておりますが、新たな変異株、オミクロン株が日本でも確認されるなど、新た

な脅威に対し、警戒が続いています。

そのような中、我が国の経済状況は、内閣府が令和３年９月１６日に公表した月例経済

報告によると、景気は新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい状況に

ある中、持ち直しの動きが続いているものの、このところ、そのテンポが弱まっていると

し、先行きについてはワクチン接種を促進する中で各種政策の効果や海外経済の改善もあ

って、景気が持ち直していくことが期待される。ただし、内外の感染症の動向、サプライ

チェーンを通じた影響による下振れリスクの高まりに十分注意する必要があるとしており

ます。また、令和３年６月１８日に閣議決定した「経済財政運営と改革の基本方針２０２

１」、骨太方針２０２１ではグリーン社会の実現、官民挙げたデジタル化の加速、日本全

体を元気にする活力ある地方創り、少子化の克服、子供を産み育てやすい社会の実現の４

点につき、成長を生み出す原動力として強力に推進し、強い経済を作りあげるとともに、

様々なセーフティーネットを強化し、誰一人として取り残さない包摂的な社会の構築を目

指すこととしているようであります。
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令和３年１０月８日に行われました岸田内閣総理大臣による所信表明演説では、「成長

と分配の好循環」実現に向けて、成長、分配、戦略を両輪に掲げ、政策を総動員する姿勢

が示され、成長戦略として地方を活性化するデジタル田園都市国家構想や経済安全保障分

配戦略としての働く人への分配機能の強化や中間層の拡大と少子化対策などが掲げられま

した。早速、コロナ禍で傷ついた経済を回復させるべく、コロナ克服・新時代開拓のため

の経済対策を閣議決定するなど、素早く行動しております。

そこで、美馬市の令和４年度当初予算の編成方針、令和４年度の重点施策についてお尋

ねいたします。

また、第２次岸田政権が経済対策を盛り込んだ２０２１年度補正予算案が臨時国会に提

案されております。補正予算等にあります経済対策の概要と美馬市に幾ら取り込み、事業

を行えるのかお聞かせ願います。

２件目は、農林業の推進についてであります。

第１次産業である農業、林業は美馬市の基幹産業であり、美馬市を代表する主要産業で

あります。その農業、林業は美馬市はもとより、全国で課題となっております。令和２年

３月策定されました第３次美馬市農業振興計画において、農業について美馬市の課題、将

来に向けての目標を掲げられております。

日本の農業、林業は、高齢化と後継者不足という問題に長らく直面しています。美馬市

においても耕作されていない土地、手入れの行き届いていない山林が多く見られます。農

業の担い手をめぐる問題として、大きく２点がよく挙げられます。１点目は、現在の担い

手が高齢化していること。２点目が次世代の担い手としての後継者が減少していることで

す。先ほどの美馬市農業振興計画にも掲載されておりますが、農林業センサスにおいて、

農業就業人口は減少しており、うち６５歳以上を占める割合が高くなっております。農業

就業人口が大幅な減少を見せているだけでなく、担い手の高齢化が進行しているのであり

ます。全体として農業従事者全体の減少と後継者としての新規就農者の減少傾向が続いて

いることは確かであります。農業就業人口が減少するということは、食料供給の問題に関

わるだけでなく、農村というコミュニティの維持にも関わる問題であり、根本的な対策が

求められています。

そこでお伺いいたします。美馬市における農業、林業、後継者育成の取組や対策につい

てお聞かせ願います。

また、最近、新規就農者の確保や栽培技術力の継承が期待されるスマート農業という言

葉があります。ロボット技術や情報通信技術を活用して、省力化・精密化や高品質生産を

実現するなどを推進している新たな農業のことで、美馬市においてはアグリサポート美馬

の皆さんが先進的な事例に取り組まれていると聞いております。美馬市におけるスマート

農業の取組についてもお尋ねいたします。

３件目は公務員の定年延長についてであります。

平成２５年４月に改正された高齢者などの雇用の安定等に関する法律により、定年が６

０歳から６５歳へ引き上げられました。現在は、経過措置期間となっていますが、令和７

年度から定年制を採用している全ての企業において、６５歳定年制が義務となります。更
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に、本年４月１日に施行された改正法において、６５歳から７０歳までの労働者の就業機

会を確保するため、７０歳までの定年引上げ、７０歳までの継続雇用制度などの措置を講

ずる努力義務が新設されました。従って、現時点では、７０歳までの定年延長は努力義務

にとどまっているものの、努力義務の新設により、社会全体の定年が引き上げられると予

想されます。定年制の廃止によって、長い期間現役で働きたいというモチベーションが上

がる、将来の経済的な不安が減るというメリットが期待されます。

一方で、加齢に伴う身体能力の衰えにより、就業が厳しくなった際にどのようにするの

かの判断は難しいと言えるのではないでしょうか。そのような中、地方公務員の定年につ

いては、国家公務員の定年と同様に令和５年度から２年に１歳ずつ段階的に引き上げられ

るということを踏まえ、令和３年６月に地方公務員法が改正されました。詳細を見ますと、

定年の段階的な引上げ、管理監督者職勤務上限年齢制の導入、定年前再任用短時間勤務制

の導入、情報提供、意思確認制度の新設等がなされるようであります。

そこでお伺いいたします。まず、この地方公務員法の改正の概要について、分かりやす

くお聞かせ願います。

また、これまで６０歳で定年退職した職員の方には再任用を希望すれば、引き続き雇用

される再任用制度があり、美馬市にも制度施行以後、多くの職員が勤務されておりますが、

再任用職員と今回の定年延長との違いについてもお聞かせ願います。

以上につき、お聞かせ願い、答弁により再問をさせていただきます。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

１４番、相和会、原政義議員の代表質問のうち、私から令和４年度当初予算の編成方針

と公務員の定年延長の２件についてお答えをいたします。

まず、令和４年度当初予算の編成方針についてでございますが、国は６月１８日に閣議

決定した骨太の方針２０２１において、令和４年度から３年間、「経済再生なくして財政

再建なし」を基調とし、従来の歳出改革努力を継続するとともに、コロナ禍からの経済の

回復状況を見極めつつ、国・地方を通じた基礎的財政収支の黒字化を目指す姿勢を示す一

方、地方財政に関しましては、従来の方針である一般財源総額実質同水準ルールの継続が

盛り込まれたところでございます。

また、７月７日には、令和４年度予算の概算要求に当たっての基本的な方針が閣議決定

をされ、その中で新年度の予算編成に当たって、「グリーン、デジタル、地方活性化、子

ども・子育てへの予算の重点化を進める」ということが明記をされておりまして、この方

針に沿って、予算の編成作業が進められております。

一方、本市の令和２年度普通会計決算におきましては、義務的経費が歳出全体の４２％

を占め、経常収支比率も９７％と高止まりしているほか、歳入につきましても臨時財政対
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策債を加えた実質的な地方交付税が経常的に収入される一般財源収入の６７％を占めるな

ど、国の地方財政対策に大きく左右される状況にございます。

なお、実質的な地方交付税につきましては、総務省が公表した「令和４年度の地方財政

の課題」におきまして、「交付団体を始め、地方の安定的な財政運営に必要となる一般財

源の総額について、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう、実質的に同水準を

確保する」ということが明記をされました。これにより、大幅な削減の懸念は払しょくを

されましたが、本市におきましては合併算定替えによる加算が令和２年度に終了しており

ますことから、歳出を一本算定に見合った水準に合わせていく必要がございます。

こうした状況を踏まえ、１０月４日、本市の令和４年度予算編成方針を定め、基金の取

崩しを抑制しつつ、限られた人員で新型コロナ感染拡大の影響を受けた市内経済の力強い

回復や、アフターコロナを見据えた「攻め」の施策に取り組むことを基本認識として、予

算の編成作業を進めているところでございます。加えて、令和４年度は第３次総合計画・

前期基本計画の折り返しを迎える年度でもございます。このため、各部局には、これまで

に実施してきた事業について、その効果や経費が成果に見合ったものであったかどうかな

どの検証を行い、手法の見直しを含めて検討を行った上で、予算要求をすることを求めて

おります。

改めて、限られた財源の有効活用に留意するとともに、創意工夫を凝らすことでめりは

りのある予算となるよう、取り組んでまいります。

次に、令和４年度の重点施策についてでございますが、令和４年度の予算編成方針には、

「人生１００年時代」を美しく、健康で暮らすことができるまちづくりに向けた施策、ウ

ィズコロナが続くことを想定した施策や、アフターコロナを見据えた「攻め」の施策、本

市ならではのデジタルトランスフォーメーションを推進するための施策、市民の生命、財

産を守る防災・減災に資する施策、行財政改革による業務の効率化や歳入の確保に直接つ

ながる施策の５項目を重点要求項目に掲げております。

また、既に着手しておりますプロジェクトにつきましても、吉野川浄園の移転に係る汚

泥再生処理施設の整備事業を始め、学校給食センター整備事業といった大型事業、また、

うだつの町並みにございます市所有の古民家をリノベーションする事業が本格化をいたし

ます。更に、来春には、地域交流センターミライズ内に整備中のテレワーク促進施設と脇

町小星地区に整備中の地域共生交流施設がそれぞれオープンする予定でございます。

各施策や事業の詳細は、今後、予算の編成過程で固めることといたしておりますが、新

しい施設の有効活用を始め、「人生１００年時代」美と健康のまちづくりプロジェクトな

どの重点要求項目、また着手済みの各プロジェクトにつきましては、後年度の財政負担も

考慮しながら、国や県の財政支援を十分活用いたしまして、事業の効果を市民の皆様に実

感いただけるよう取り組んでまいります。

続いて、第２次岸田政権が進める経済対策を受けた本市における対応についてのご質問

にお答えいたします。

１０月３１日に行われました衆議院議員総選挙の結果を受け、１１月１０日に発足した

第２次岸田内閣は、１２日に「次の感染拡大に向けた安心確保のための取組の全体像」を
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公表し、医療提供体制の強化や３回目のワクチン追加接種について、その方向性を示すと

ともに、「感染拡大を防止しながら日常生活や社会経済活動を継続できるよう、行動制限

の緩和の取組を進めていく」ということを打ち出しました。

また、１９日には、コロナ克服・新時代開拓のための経済対策を閣議決定いたしました

が、その本文の中で、国として、新型コロナウイルス感染症の対応に万全を期すとともに、

新しい資本主義を起動させ、「成長と分配の好循環」を実現することを目指し、「新型コロ

ナウイルス感染症の拡大防止」「ウィズコロナ下での社会経済活動の再開と危機管理の徹

底」「未来社会を切り拓く『新しい資本主義』の起動」「防災・減災、国土強靱化の推進な

ど国民の安全・安心の確保」の四つを柱とすることが示されております。

このうち、「新型コロナウイルス感染症の拡大防止」の項目には、医療提供体制の確保

や事業、生活、暮らしへの支援が盛り込まれたほか、「未来社会を切り拓く『新しい資本

主義』」の項目には、成長戦略と分配戦略に関する各施策が明記をされております。

なお、経済対策の裏づけとなります国の令和３年度補正予算につきましては、いわゆる

１６か月予算の考え方により、令和４年度当初予算と一体的に編成し、切れ目なく、万全

の財政政策を実行するとされております。

このため、本市におきましても、国の補正予算に盛り込まれた事業に迅速に対応できる

よう情報収集に努めるとともに、本年度の補正予算や令和４年度当初予算に反映をしてま

いりたいと考えております。

続いて、公務員の定年延長に関するご質問にお答えいたします。

まず、地方公務員法改正の概要についてでございますが、国家公務員の定年年齢が、令

和５年度から２年ごとに１歳ずつ段階的に引き上げられ、令和１３年度以降は６５歳とな

ることに合わせまして、地方公務員につきましても同様の措置を取るため、本年６月、地

方公務員法が改正をされました。これは若年人口が減少する中で、知識や経験を持つ職員

により長く現役で働いてもらい、社会保障制度の維持や消費の担い手の確保につなげるこ

とが目的とされております。

今回の定年年齢の引上げにより、退職することなく、新たな定年年齢に達するまでフル

タイムの職員として任用を継続することになりますが、これに伴い、新たに三つの制度が

導入をされます。

まず、一つ目は、役職定年制でございます。これは６０歳を基本に、管理職の上限年齢

を定めるものでございまして、管理職への登用による組織の新陳代謝を確保し、組織の活

力を維持するために導入されるものでございます。役職定年制の導入により、基本、６０

歳の誕生日から同日以後の最初の４月１日までの間に管理職以外のポスト、具体的には課

長補佐などに降任をされることになります。

なお、定年延長の期間における給料の水準につきましては、その職員の号給の７割とい

うことが国から示されておりますが、管理職であった職員につきましては、降任前の７割

の水準とされております。

二つ目は、定年前再任用短時間勤務制の導入でございます。この制度は、６０歳に達し

た日以後に、定年前退職した職員について、本人の希望により、短時間勤務の職として採
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用できるものでございます。

三つ目は、職員が６０歳に達する日の前年度に、６０歳以後の任用や給与、退職手当に

関する情報を提供し、６０歳以後の勤務の意思を確認する制度の導入でございます。

現在、こうした制度の導入に対応するため、情報を収集するとともに、関係する条例、

規則を改正するための準備を進めているところでございます。

次に、現在の再任用職員との違いについてのお尋ねでございますが、現行の再任用制度

につきましては、年金支給年齢の引上げに伴い、６０歳を迎えて定年退職などによりいっ

たん退職した職員を、本人の希望などにより年金支給年齢に達した年度の末日まで改めて

任用する制度でございます。

このたびの法改正により、令和５年度から定年年齢が段階的に引き上げられますが、定

年年齢が６５歳となる令和１３年度までは、暫定再任用制度が存続することとされており

まして、定年延長を選択する職員と先ほどご説明申し上げました定年前再任用短時間勤務

制の利用を選択した職員を含め、６０歳以上の職員に三つの任用形態が混在する、大変分

かりにくい状況が想定をされます。暫定再任用制度及び定年前再任用短時間勤務制に係る

詳細な制度設計につきましては、今後進めてまいりたいと考えておりますが、現行の再任

用職員の週当たりの勤務時間は３１時間となっておりますので、フルタイム勤務が前提の

定年延長職員との最も大きな違いは勤務時間でございます。

こうした状況を踏まえ、６０歳を迎える職員が希望する制度を適切に選択できるよう、

情報提供や意思の確認を丁寧に行うとともに、複数の制度が併存することによる混乱を招

かないよう、国から発信される情報を始め、県や他の市町村の動向も踏まえ、本市の制度

設計を適切に行ってまいりたいと考えております。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

続いて、私からは、農林業の推進についてのご質問にお答えいたします。

まず、１点目の農林業後継者育成の取組や対策についてでございますが、本年１１月に

農林水産省と徳島県が発表した２０２０年農林業センサスの速報値では、県内で農業を主

な仕事にしている基幹的農業従事者は１万９,１８６人で、２０１５年の前回調査より２,

９９８人、率にして１３.５％の減少となっております。一方、本市の現状につきまして

は、専業・兼業を合わせた農家数は８０７戸であり、このうち専業農家は１７４戸、兼業

農家は６３３戸となっておりまして、前回の２０１５年農林業センサスと比較して、専業

農家は約２４０戸の減少、兼業農家につきましては１３戸の減少となっております。

また、本市の農業従事者数は、２０２０年農林業センサスにおいて１,７４０人となっ

ており、このうち６０歳以上の占める割合は約７２％でございまして、農業従事者の高齢

化、後継者不足などにより、今後、農業の継続が困難となる農家が増加するのではないか
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と考えております。

こうした中、新規就農者を増やすことは喫緊の課題でございまして、本市ではこれまで

後継者や担い手を確保するため、平成２４年度より国の制度を活用し、営農開始１年目か

ら最大１５０万円を５年間支給する事業に取り組んでいるほか、就農者に対する農業経営

や営農指導などの支援につきましても積極的に行っております。ほかにも、施設整備資金

や長期運転資金など、農業経営のための低金利で借入れ可能な資金もあり、こうした制度

をフルに活用し、新たな担い手の確保や育成を推進しているところでございまして、これ

までに２５人に対して支援を行っております。

なお、農林水産省の令和４年度の予算概算要求には、経営開始資金として最大１,００

０万円を支援する制度が盛り込まれております。これは農業用機械や倉庫施設などへの初

期投資に利用できるほか、一部を毎月の定額助成として受け取ることも可能とする仕組み

でございまして、これまでの全額国費負担から一部、本市の財政負担も生じますが、新規

就農者にとりましては支給額が最大２５０万円増額されることとなりますので、早期の黒

字化が見込まれることで、就農促進につながるものと期待をしております。

続いて、林業における後継者育成の取組についてでございますが、県内の自治体や森林

組合などで構成する公益社団法人徳島もりづくり推進機構が、人材育成事業として徳島林

業アカデミーを開講しており、１年間をかけて林業全般における知識と技術取得に向けた

研修を実施しております。また、この研修生への直接的な支援として、資格条件を満たす

ことで年間最大１５５万円が支給される制度がございまして、本年度、美馬市から入学し

ている方が１名、また来期も新たに１名が入学する予定と伺っております。

市内の林業事業体には、アカデミーの卒業者７名が就職し、即戦力として活躍しておら

れますが、雇用した事業体におきましても、国の育成推進事業により、新規就業者の育成

や現場技術者のキャリアアップ研修などに要する費用が助成されることとなっております。

農林業の後継者対策につきましては、今後とも、こうした国や県の施策を積極的に活用

し、担い手の確保、育成に努めてまいりたいと考えております。

次に、２点目のスマート農業の取組についてでございますが、本市の基幹産業である農

業は、過疎化・高齢化による担い手の不足から耕作放棄地の増加が顕著に表われるなど、

取り巻く環境が厳しさを増しております。

本市では、これまで農業の持続的発展を支えるため、関係機関と連携いたしまして、担

い手の育成や農業経営の効率化、農地の集積化などの取組を進めてきたところでございま

すが、ご質問のスマート農業は、こうした取組を加速化させるものでございまして、ロボ

ットやＡＩ、ＩｏＴなどの先端技術を活用した次世代農業として全国的に注目されており、

国も補助制度を設けるなど、導入支援を実施しております。

具体的には、ロボットトラクターによる耕運やスマートフォンで操作する水田の水管理

システムなどが挙げられますが、作業の効率化とデジタル化による情報共有の簡素化とい

った効果が期待でき、高度な農業経営や人手不足の解消につながるものと考えております。

本市におきましても、これまで徳島県の補助制度を活用したスマート農業の推進に取り

組んでおりまして、令和元年度には、ＩｏＴ技術を活用した自動走行ロボットトラクター
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や、直進アシスト機能付田植機を購入した株式会社アグリサポート美馬に対し、経費の一

部を補助したほか、令和２年度にも同社に対して農薬散布用ドローンと収量・水分含量自

動計測コンバインの購入補助を行っております。更に、本年度は、中ノ谷養鶏組合が取り

組むＩｏＴを活用した阿波尾鶏鶏舎の整備に対しても補助を行っております。これは、脇

町中ノ谷地区に鶏舎３棟と敷料保管施設１棟を設置し、年間約３万８,０００羽の阿波尾

鶏を生産するものでございまして、ヒナの飼育上、最も重要な鶏舎内の温度と湿度をセン

サーで感知し、離れた場所でもスマートフォンで状況を把握することが可能となる仕組み

でございます。今後、この養鶏施設をモデルとし、高齢化が進む養鶏業への新規参入者や

後継者づくり、ひいては地域の生産力の維持につなげてまいりたいと考えております。

スマート農業の推進に当たりましては、引き続き、徳島県や美馬農業協同組合と連携す

るとともに、農作業の簡素化や効率化を通じて、農業の持続的発展が実現できるよう取り

組んでまいります。

◎１４番（原 政義議員）

議長、１４番、再問。

◎議長（林 茂議員）

はい、１４番、原政義君。

［１４番 原 政義議員 登壇］

◎１４番（原 政義議員）

それぞれに対しましてのご答弁、ありがとうございました。

再問をさせていただきます。

まず、１件目の令和４年度予算編成方針についてでありますが、国へのアンテナを常に

張り、情報収集を行い、積極的に活用できるものは取り組んでいただきたいと考えます。

そこで、事業を進めるに当たってのお話をさせていただきます。

先ほどの答弁に、「限られた財源の有効活用に改めて留意するとともに、創意工夫を凝

らす」とありましたが、事業を進めるのはもちろん、藤田市長を始めとする職員の皆さん

方です。行政サービスは、非常に多岐にわたっております。

そこでお伺いいたします。それぞれの事業には、専門的な知識を必要とすることがあろ

うかと思います。職員は研修を行い、絶えず自己研さんに努めていることと思いますが、

それ以上の知識が必要な場合があるのではないかと推測いたします。事業推進を担う職員

の体制を整えることが必要ではないかと考えられます。事業を進めるに当たっての課題に

ついてお聞かせ願います。

２点目の農林業の推進についてでありますが、農業、林業の厳しい状況、新たな取組に

ついての答弁をいただきました。

農業就業人口の減少、更に現役人口の高齢化と後継者不足という問題に対して、どのよ

うな対策が取れるのでしょうか。まずこういった問題の背景にある原因を整理すると、農

業への参入コスト、収益の不安定性といったものが挙げられます。農家の収入は、一般的

なサラリーマンに比べると不安定と言えます。若者に対して農業のアピールをすることも

もちろん重要ですが、新規就農者を増加させるためには、こういったコスト面や収入面で
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の対策が必要になると考えられます。先ほどの答弁にもありましたが、新規就農者の確保

のために、美馬市はもとより県・国も積極的な支援を行っております。若者の就農やその

定着をサポートするため、経営安定のための支援などに重きを置いております。新規就農

者の確保のためには、美馬市と地域とが足並みをそろえて、対策を講じていくことが大切

となるのではないかと考えます。ＵターンやＩターンへの注目が集まっている時をうまく

利用し、希望者にとっても美馬市にとってもメリットのある関係を構築していく必要があ

ると思います。

そこでお伺いいたします。収入面の確保の面からお話しさせていただきますが、地域で

生産された農産物を地域で消費する地産地消は収益の増加につながると考えます。コロナ

禍により県外への出荷額が大きく落ち込む中、地産地消は積極的に進めるべきではないか

と思います。美馬市内での地産地消の取組についてお尋ねをいたします。

もう１点、美馬市の地域資源を生かした農産物・特産物についてお伺いいたします。

コロナ禍が過ぎ去った後、アフターコロナを見据え、次の一手を繰り出すのも、今から

特産品を積極的に県外にアピールもしていかなければならないと考えます。今後、どのよ

うに取り組んでいこうと考えているのかお聞かせ願います。

３件目の公務員の定年延長についてでありますが、移行期関等分かりにくい部分はあり

ますが、もちろん美馬市においても法改正に合わせて導入するようになると思いますが、

そのことについてお伺いいたします。

定年が延長されるとどのようになるのか考えてみました。定年を６５歳に引き上げる措

置において、職員は６５歳の定年まで安心して働き続けられます。一方で、職場に高年齢

の従業員が増えると、仕事における世代交代のタイミングが難しくなる、人件費総額が増

大する、若い世代のモチベーションがそがれるなどの課題が出てくるのではないかと考え

られます。職員の定年年齢の引上げに向けた美馬市の現状及びその対応についてお聞かせ

願います。

以上、３件につき、お聞かせ願い、答弁により再々問させていただきます。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

１４番、相和会、原政義議員からの代表質問の再問に順次お答えいたします。

まず、事業推進上の課題についてのご質問でございますが、「事業を推進し、速やかに

成果につなげていくためには、事業の推進を担う職員の体制をどう確保するのか」が大変

重要な課題であると考えております。このため、本市におきましては、職員採用方法の見

直しや外部人材の活用などにより、事業を推進するための人材の確保に努めるとともに、

研修内容の充実を通じて、人材の育成にも取り組んでいるところでございます。

このうち、職員採用につきましては、専門人材の通年採用枠や即戦力・ＵＩＪターン枠
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を創設するとともに、行政事務のうち防災人材育成型の採用枠や法科大学院の修了者を対

象とした法務人材の採用枠を新たに設けるなど、専門知識や多様な経験を持つ人材を確保

できるよう、様々な工夫を行っております。

一方、職員研修でございますが、本年度は動画の視聴により実施をいたしました政策形

成研修を、来年度はワークショップ形式により実施する方向で検討しておりまして、現在、

講師の派遣に関して一般財団法人自治研修協会と調整を行っているところでございます。

根拠に基づく政策立案、いわゆるＥＢＰＭの手法を身につけた職員の育成が求められてお

りますことから、今後もこうした研修を継続して実施したいと考えております。

なお、現在、新型コロナの影響によりまして、これまで日程や旅費の関係で参加するこ

とが難しかった研修が、オンラインやオンデマンドにより容易に受講できる環境が広がり

つつあります。

市といたしましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、市

役所内の会議室にオンライン会議システムを複数設置するなど、環境の整備を進めている

ところでございますが、オンライン研修など、多様化する研修機会を積極的に活用し、引

き続き、職員の育成に努めてまいります。職員の体制を整備することは、市が事業を推進

する上で必要不可欠な要素でございます。こうした観点で、今後とも職員の採用や育成に

取り組んでまいりたいと考えております。

続いて、職員の定年年齢の引上げに向けた本市の現状と対応についてのご質問にお答え

をいたします。

定年年齢が６５歳まで引き上げられた後は、職員の採用と退職の均衡を保つことが可能

となりますが、それまでの移行期間につきましては、定年延長を選択した職員が再任用職

員と異なり、定数にカウントされますことから、職員の採用にも影響を及ぼす可能性がご

ざいます。また、管理職からの降任により、課長補佐等の人数が一時的に大きく増加する

という現象が起こることも考えられます。このため、組織の新陳代謝を進め、活力を維持

するためにも、中・長期的な定数の管理や職員採用計画の策定が必要と考えておりまして、

６５歳定年に見合った職員の組織体制につきましても、検討をしてまいります。

また、本市における条例改正の時期でございますが、令和５年４月からの導入を考慮い

たしますと、対象職員への情報提供や意思の確認に一定程度時間を要しますため、遅くと

も来年の６月議会には条例改正案を提案する必要がございます。

なお、定年年齢の引上げは、一部事務組合を含む全ての地方公共団体に適用されます。

このため、関係する一部事務組合においても適切に対応できるよう、情報の提供を含めた

支援を行ってまいります。

このたびの法改正は、少子・高齢化に伴う生産年齢人口の減少を始め、働き方のニーズ

の多様化といったことが背景とされておりまして、高齢期における就業機会の拡大や意

欲・能力を十分に発揮できる環境を市が率先して整備することは社会からの要請でもあり、

大変重要な観点であると考えております。こうした認識の下、定年延長やこれに伴う各制

度の導入を適切かつ円滑に進めますとともに、厳しい財政状況や人口減少といった市を取

り巻く状況を踏まえ、中・長期的な職員の体制を視野に入れた組織体制の見直しにつきま
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しても計画的に行ってまいります。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

続いて、私からは、地産地消の取組についてのご質問にお答えいたします。

地産地消につきましては、地域で生産された農林産物を地域内で消費し、食料自給率の

向上に加え、産地直売所での販売や加工品の開発などを通じて、農林業の六次産業化につ

ながるものでございます。消費者にとりましては、新鮮で安価な商品がすぐに手に入り、

旬の野菜をおいしく食べられ、生産者の顔が見える安心感があり、生産者にとっても輸送

コストの節減に加えて、ふぞろいや規格外の商品が販売可能となるなど、収益の向上も期

待できます。

現在、コロナ禍により、県外への出荷量や販売額が落ち込む中、地元で作られたものを

地元で消費することは生産者の収益のみならず、環境問題や食料問題の解決にもつながる

ものであり、ＳＤＧｓの観点からも重要な取組であると考えております。

こうした認識の下、本市におきましては、道の駅みまの里を中心に、地元で生産された

野菜や加工品などを多数販売しておりまして、そのほか、食品を扱う市内の大型店舗でも

地産地消を推進する特設コーナーを設け、生産者直送の新鮮な地元野菜を取り扱っており

ます。また、直接的な地消を目的とした取組といたしまして、みまの里の農家レストラン

や藍ランドうだつの藍蔵では、地元で生産された農産物などを使用したメニューを提供し

ており、これまで推進してきた特産品開発への取組や本市の食、文化を発信するイベント

などによりまして、地産地消への取組は着実に進んでいるものと認識をしております。

一方、学校給食におきましても、平成２９年度から美馬市産米の給食推進事業を実施い

たしておりまして、保護者の方に負担をかけず、幼稚園や小・中学校の給食に美馬市で生

産された米を提供しているほか、世界農業遺産の認定地域で生産されたユズの果汁を使用

したユズゼリーを提供するなど、地産地消と合わせ、成長期の子どもたちに地元の食材を

提供することを通じた食育の推進にも取り組んでいるところでございます。

次に、地域資源を生かした農産物特産品の開発や、県外への販路拡大についてでござい

ますが、本市の農業は、農家の高齢化や後継者不足、有害鳥獣による被害の増加、また耕

作放棄地の拡大など、多くの課題を抱えておりますが、中山間地域が多く、１農家当たり

の耕作面積が小さいなど、効率化により農業所得を向上させるには限界がございます。一

方で、農地が平野部から山間部まで広がり、少量多品目の農産物が市内各地で生産されて

いることは強みにもなると考えておりまして、世界農業遺産認定地域であることを生かし

た農産物のブランド化や加工から販売までを行う六次産業化の推進を通じ、農産物の付加

価値を向上させる取組が重要であると考えております。

中でも、地域資源を生かした農産物特産品といたしまして、世界農業遺産認定地域であ
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ります阿讃山麓におきまして、「美馬の山かぼちゃ」の生産を推奨するとともに、道の駅

みまの里が中心となり、加工品の開発を進めております。

この「美馬の山かぼちゃ」につきましては、現在、約２０戸の農家の皆様に生産いただ

いており、収穫したものをペースト状に加工し、みまの里において本年８月からオリジナ

ルソフトクリームとして販売を開始したほか、藍ランドうだつの藍蔵におきましてもシェ

イクやスープ、プリンとして販売メニューに加えております。また、このペーストを使っ

た料理レシピコンテストの実施も予定しており、地産地消も視野に入れた特産品の開発に

つなげてまいります。

更には、アフターコロナを見据えた県外への販路拡大も重要な課題であると認識をして

おります。

現在、ふるさと小包の注文をＥＣサイトで受け付けたり、関西圏の阪急百貨店で販売す

る「かあちゃん野菜」や美馬のええもん推進協議会による高松市の商店街での販売などの

取組が行われておりますが、コロナ禍で広がったネット販売なども活用をいたしまして、

本市の農産物や加工品の更なる販路拡大を図ってまいりたいと考えております。

◎１４番（原 政義議員）

議長、１４番、再々問。

◎議長（林 茂議員）

はい、１４番、原政義君。

［１４番 原 政義議員 登壇］

◎１４番（原 政義議員）

それぞれについてご答弁ありがとうございました。

再々問させていただきます。

令和４年度予算編成方針については、市民生活に直結することばかりですので、しっか

りと取り組んでいただくよう希望いたします。

また、答弁にありましたが、農業については、美馬市においてはおいしいお米、豊かな

農産物があります。積極的にアピールすることで、新規就農者を増やすことに努めていた

だきたいと思います。林業についても、山を守るために新規就業者につなげるべく、努力

していただきたいと思います。

「コロナ禍で傷ついた経済を立て直す」という言葉はよく聞きますが、確かに市民が生

活する上で経済が立て直り、うまく循環していくことは必須条件であります。その時に忘

れないでほしいのは、安定した市民生活が大事である、そういう視点であります。美馬市

で生活を維持するためには何が必要なのか。道路も必要、移動手段も必要であります。

様々な市民サービスも提供していかなければなりません。藤田市長を先頭に職員が一丸と

なって、市民の幸せは何なのかを追求していただきたいと思います。

公務員の定年延長については、その環境整備が必要と思われます。その点、十分ご配慮

をいただきたいと願います。

最後に、このことについての市長のお考え、意気込みをお聞かせ願い、代表質問を置き

たいと思います。どうかよろしくお願いいたします。
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◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

１４番、相和会、原政義議員の代表質問の再々問にお答えをいたします。

まず、令和４年度当初予算につきましては、国の経済対策を受け、本市におきましても、

本年度の補正予算と令和４年度の当初予算を一体的に、いわゆる１２か月プラスアルファ

予算を編成し、市民の皆様に対策の効果を実感いただけるよう、切れ目なく、スピード感

を持って取り組んでまいります。

また、法改正に伴う職員の定年年齢の引上げにつきましては、現在、条例改正に向けた

検討を行っているところでありますが、組織の活力維持に加え、多様化、複雑化する課題

に対応し、必要な事業を推進するための人材の確保は大変重要な課題であります。このた

め、必要に応じて、専門知識を持つ外部人材の活用を図るとともに、中・長期的な視点に

立った職員採用計画の策定や職員採用方法に更なる工夫を加えるなどいたしまして、必要

な人材の確保につなげてまいりたいと考えております。

また、困難に直面をいたしております農林業につきましては、国や県の支援制度を活用

しながら、弱みを強みに変えていく取組を進める必要があり、地産地消と六次産業化につ

いては、多様な品目の生産が可能な気候や風土、そして世界農業遺産といったブランドな

ど、本市の強みを生かして推進する必要がございます。

こうした認識の下、サテライトオフィス進出企業などとも連携をいたしまして、新たな

発想で新商品の開発や販路拡大に取り組んでまいります。新型コロナの影響で、オンライ

による会議や取引が増加しておりますが、アフターコロナにおいても、この流れが止まる

ことはないと考えております。こうした見通しを踏まえ、農林業の振興を始めとする各種

施策を進めてまいります。

◎議長（林 茂議員）

ここで、１０分ほど小休をいたします。

小休 午前１１時００分

再開 午前１１時１０分

◎議長（林 茂議員）

小休前に引き続き、会議を開きます。

次に、剣の会、井川英秋君。

◎１０番（井川英秋議員）

１０番、井川。

◎議長（林 茂議員）

１０番、井川英秋君。
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［１０番 井川英秋議員 登壇］

◎１０番（井川英秋議員）

おはようございます。

議長から剣の会としての代表質問の時間をいただきましたので、今回は私から質問をさ

せていただきます。代表質問でございますので、田中会長の許可もしっかりいただき、打

合せもしっかりしております。

さて、令和３年もあと二十日少しを残すだけとなりました。１年間は本当に早いもので

ございます。また、今期、市民の皆様からいただいた美馬市議会の任期も、はや４か月を

残すだけとなりました。任期中の議会もこの１２月議会と３月議会の２回となりました。

あっという間の４年間だったよう感じております。私が質問させていただくのも、途中役

目がら質問できない期間もあり、令和元年６月議会以来、本当に久しぶりでございます。

少し間が空いたのもありますが、何回ここに立っても、この場所は本当に緊張いたします。

さて、任期４年間の間で議員として何ができたのか振り返ってみますと、去年と今年は

何と言っても新型コロナウイルスに世界中が脅かされた２年間でした。そのようなことで

外へ出て、市民の皆さんと顔を合わせての議会活動が本当に少なかったのが現実かと思い

ます。現在、３回目のワクチン接種が決まったといっても、決して安心できる状況ではあ

りません。先ほど、原議員さんも申されておりましたが、強い感染力が疑われる新しいオ

ミクロン株に、これによる第６波が来るのが本当に心配でございます。

このような中、私自身、今期の議員活動を振り返ってみますと、どちらかといえば本当

に反省しなくてはならない点が多くあったように感じます。しかし、残された任期４か月

は、コロナウイルス問題を含め、精一杯議会活動を行っていきたいと思いますのでよろし

くお願いいたします。

時間の関係もありますので、前段はこの辺で置きまして、本題の質問に入ります。

今、質問しなくてはならない一番大事な問題は、本当はコロナ関係かと思いますが、さ

すが我が市の美馬市議会、何人かの議員さんがこの問題をしてくれますので、私からはほ

かの案件を質問いたします。

本日、通告しております質問の案件は２件でございます。

まず、１件目は、郡里廃寺跡地問題をお伺いいたします。

また、この案件で、寺町、道の駅みまの里、国道４３８号、徳島自動車道などを利用し

て足を運んでくれた人との関連性についてもお伺いしたいと思います。

２件目は、美馬・高松間国道１９３号整備計画及び相互交流についてをお伺いいたしま

す。

さて、１件目の郡里廃寺跡地問題は、９月議会においても田中みさき議員さんからも一

般質問され、旧美馬町時代から多くの議員さん、また職員の皆さんも携わってきました。

また、地域の人々を含め、美馬市民全体が、将来どのようになるか心配事を含め、大変な

関心事であり、本市の重大案件の一つと私は考えております。

なぜ私が今日、ここで質問すると決めたのは、郡里廃寺跡地整備計画が長年かかったが、

やっと最終決定したとの話が聞こえてきましたので、どのような形で決定したのか、私自
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身も直接しっかりとお聞きするためです。

今、思い起こしてみますと、美馬市になり、私自身もこの問題に議員として主に取り組

んだのは、平成２１年６月議会に一般質問を行った時からです。約１３年前のこの場所で

ございました。それ以前も行政又は教育委員会に対して問題提起も行ってきたのも事実で

す。また、それ以降、本会議の質問として平成２９年６月議会において、この問題を含め、

剣の会としての代表質問も行いました。また、福祉文教常任委員会においても平成２４年

９月議会、平成２５年１２月議会、平成２６年３月議会、平成２９年も３月と６月の常任

委員会においても、この問題に対して問題提起を含め、質疑を行っております。今、議事

録を読み返してみますと、すぐにでも取り組むような教育委員会の答弁でしたが、なかな

か前に進めなかったのが事実だったかと思います。

少し当時のことを思い出し、質問の内容を申し上げますと、その当時の廃寺跡地の状況

は、現地は草木が生い茂り、ムカデ、ヘビ又はたまにマムシが出る状態で、近所に住む人

の生活が脅かされている状態で、結構危険な場所になっているとのことで、早く事業を進

めてほしいとの願いを込めての調査を含めての事業期間、また国・県・市町村の役割、予

算の配分についてお伺いをいたしました。ちなみに今は、ネズミがすごく繁殖しているみ

たいです。また、あの当時から美馬市の観光地の一つと言われておりましたが、今の状況

では到底観光地などにはなっていないとその時私も意見を申し上げました。

まず、答弁の内容として、当時の教育委員会、青木博美教育長から、平成１７年から平

成２２年までの６年間をかけ、第３次から第８次調査を行い、調査成果を反映させ、基本

計画・基本設計を作成して、平成２３年から２６年までの４年間で史跡公園整備を行うと

の答弁がございました。また、経費として６年間で約２,７００万円の調査費がかかって

いるとの答弁もありました。美馬市になってからの費用と理解しています。また、当時の

牧田市長からは、観光地にはなっていないとの私の意見に対して、「まさにそのご意見の

とおりであり、今後、コミュニティ施設的なものを造り、街角博物館的にして、しっかり

展示ができるようにしていき、地域の方々が憩える、また集える場所にしていきたい」と

の答弁もありました。また、平成２７年８月に奈良の平城京、また国立博物館に剣の会の

三宅前議員さん、田中会長さん、また行政側から当時、教育委員会、加美副教育長と教育

委員会から職員１名の５人で視察し、郡里廃寺跡地を今後どのような方向で進めたらよい

か少しでも史跡のことを理解してきたつもりでございます。これら代表質問、また委員会

発言もしっかりと議事録には残っているはずでございます。そのようなことで、私の市議

会の取組も合併してからで、大変長くかかっております。これも本当に歴史を感じます。

あまりにもこの案件、進めるには歳月がかかっており、少し皮肉も入っております。

そこでお伺いいたします。まず、郡里廃寺跡地をどのような形で整備するよう最終決定

をしたのかお聞かせください。長年待っただけのしっかりした答えを期待しております。

また、今までに要した予算は幾らぐらいか、整備にはどれぐらいの予算を必要とするのか、

確実に確定した予算が分かっていればで結構でございます。また、いつぐらいに完成する

のか、また今後の管理体制はどのようにするのか、管理費は年間、どれぐらい必要とする

のか。また、郡里廃寺跡地を多くの人々に知ってもらうため、先ほども申し上げましたが、
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寺町、道の駅みまの里、国道４３８号、また徳島自動車道を利用して足を運んでくれる多

くの人々との関連性を将来、どのように考えているのかもお伺いいたします。

ほかに、例えば関連性の問題で多くの人が足を運んでくれた時、特に道の駅に来られた

人たちが郡里廃寺跡から寺町を見学する時に、大変交通量の多い鳴門・池田線が道の駅と

郡里廃寺跡地の真ん中を南北に通っている関係で大変危険でございます。その対応に何か

検討しているのか、考えているのならお聞かせください。

また、なぜこの事業がこれだけ時間がかかったのか、かかった理由が何が最大の原因だ

ったのかもお聞かせください。今後、このような事業をすることがあれば、大変に参考に

なります。

なお、申し上げておきますが、今まで何回も質問して同じような答弁、特に郡里廃寺の

歴史や考古学者の先生の話、出土品については何回も何回も聞かされており、理解してお

りますので、簡単で結構でございます。

この問題は本当に年月がかかっておりますので、本日はできれば再問をしなくてもいけ

るよう、しっかりした答弁を１回でお願いしたいと思います。よろしくお願い申し上げま

す。なお、時間があれば、私の意見も入れたまとめをするかもしれません。

それでは、次の質問に入ります。

通告している２件目、美馬・高松間１９３号整備計画及び相互交流についてをお伺いい

たします。

令和元年６月議会において、この案件も主要幹線道路政策についてとの観点から、美馬

市と高松市までの国道１９３号線を改修し、地域間交流や高松市、高松空港との連携強化、

更には地域の活性化を目指して計画を立ち上げ、何とか事業を進めるべきとの質問をしま

した。何せ当時の美馬市の状況、また人口減少はどんどん進んでいる。地方に位置する我

が市のことを考えるとどうしたら少しでも町が活性するかとの思いで私の意見も申し上げ、

藤田市長のお考えを聞いた質問だと記憶しております。

まず、国道１９３号線の質問の内容は、山間道路で大変危険度が多く、特に冬の山越え

は積雪で、特に朝夕の通行は大変なため、高速道路に近い、走りやすい道路にすれば、地

域の活性化につながり、経済的、また観光において大きく伸びがあると申し上げました。

当時は、昭和６３年に設立された国道１９３号整備促進期成同盟会も平成２１年に休止さ

れ、何の活動もしていなかったのが実態でした。同盟会の運営予算も約１９０万円残った

ままでございました。あの時点で取り上げていなかったら、現在、どのようになっていた

のか、よく気がついたものでございます。

その当時、早速、市長の前向きな素早い行動力で、期成同盟会が令和元年１１月、１０

年ぶりに再開されました。１０年間のブランクは大変大きかったのも事実かと思いました

が、精力的に取り組み、今は原点に戻して、少し前に進めたよう感じております。議会も

共に前向きに取り組むために、令和２年６月議会において藤野議員を委員長として特別委

員会を設立して、行動しております。しかし、コロナ禍の中、活動も制約があり、なかな

か思うように進めなかったのも事実かと思いますが、そのような状況の中でも、令和２年

１０月に藤田市長を中心に期成同盟会と特別委員会委員長が共に徳島県に要望活動を行い、
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また令和３年３月に、市長を中心に高松市と特別委員会委員長も共に国土交通省整備局長

に要望活動を行い、私も双方、出席をさせてもらい、意見も述べさせてもらいましたが、

私には国・県とも大変前向きに考えてくれているよう感じたのも事実でございます。しか

し、この案件は、国・県に取り組んでもらう事業ですので、そう簡単に「はい、分かりま

した。ああ、そうですか」とすぐ進むような案件でないことも現実かと思います。しかし、

これは地元の熱意がどれだけあるかも関係してくると思います。美馬市の熱意にかかって

いると思います。

そこで、この案件、今現在、どのような状況なのか。また、この案件に対して市は今後

どのような方針で取り組むのか、お考えをお聞かせください。

次に、両市の観光問題を含めた相互交流についてお伺いいたします。

この案件も令和元年２月に、高松市大西市長と藤田市長の会談を行い、高松空港から周

遊ルート創出など観光分野で連携していくことについて考えが一致しました。この案件も

道路整備とともに観光資源も提供して、また道路整備が進めば、高松市方面へ時間も短縮

され、通勤圏拡大や物流が活性化され、地方に位置する我が市の将来の活性化が必要不可

欠であり、美馬市の将来の運命がかかっていると言っても言い過ぎでないと今も私は思っ

ております。

そこでお伺いします。今、現在、この問題でも何か前向きに取り組んでいるのか。また、

今後、どのような姿勢で隣接高松市と共に取組を進めていくのか、お考えをお聞かせくだ

さい。

なお、ここで高松市議会でもこの１２月議会において、最大会派、自民党の代表質問と

して美馬市との連携についてを質問されます。質問内容を許可を得て預かっておりますの

で、少し、高松市議会の代表質問の内容を読み上げさせていただきます。

「美馬市との連携についてお伺いいたします。讃岐と阿波との交流の歴史は長く、昔か

ら『讃岐男に阿波女』と言われ、結婚のよい組合せとして言い伝えられてきたほか、田植

の時期に水田の少ない阿波の山村から水田の多い讃岐へ牛を貸出しする『借耕牛』の習慣

が近年まで続くなど、縁の深い関係が続いてきました。また現在も、本市の塩江町と隣接

する徳島県美馬市を始め、徳島県県西部から本市へ通勤・通学・買物などで日常的に多く

の人が往来しており、このエリアの人々にとって、本市の生活圏の一部となっております。

このゆかりの深い両エリアを結ぶ路線である国道１９３号の整備については、私の役所時

代に整備促進期成同盟会が設立し、政府や国に向けて活発な活動を展開しておりますが、

合併により中断期間を経た後、本市に活動再開を働きかけ、一昨年、１０年ぶりに総会が

開催されたところです。また、新たな道路ネットワークとして、徳島県脇町インターから

高松空港に向かう地域高規格道路が整備されますと、本市中心部と３０分程度で結ばれ、

経済活動ももとより、雇用の促進に至ることが期待されます。美馬市は、将来的な地域高

規格道路の整備も見据え、双方往来による観光分野での地域活性化を期待されており、平

成３１年２月に行われた両市トップ会談において、両市を結ぶ周遊観光ルートの形成を目

指し、連携を取り組むことが申し合わされております。また、美馬市には」、ここをよく

聞いてください。「うだつの町並み、霊峰剣山、日本一の清流と言われる穴吹川の魅力あ
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る観光資源があり、本市と美馬市を結ぶ観光ルートの創出により、本市への観光客の誘致

促進にもつながるものと考えます。実現には各種課題がありますが、お互いの町の活性化

のために、今始まった観光分野での連携枠組みが生かされることで、今後、様々な分野に

おいて官民連携による深い交流の進展を基に、地域高規格道路の促進の機運が一層高まる

ことを大いに期待しております」というのが、今回の１２月議会の高松市議会の最大会派、

自民党の代表質問でございます。

内容を聞いてどう感じましたか。高松市は人口からいえば美馬市の１５倍の自治体でご

ざいます。このような大変大きな自治体が、我が市のことを質問内容からして本当に真剣

に取り組んでいることも聞いて、そのとおりだと思います。今、読み上げた質問書も踏ま

えての答弁をよろしくお願いいたします。

この質問もできれば再問しなくてもよいよう、しっかりした答弁をお願いします。これ

も時間の関係上、私の意見も入れたまとめをするかもしれませんので、よろしくお願いい

たします。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

１０番、剣の会、井川英秋議員からの代表質問に、順次お答えをさせていただきます。

まずは、郡里廃寺跡の整備についてのご質問でございますが、このたび今後の整備に向

けた方針を取りまとめましたので、その概要を報告させていただきます。

本史跡は、郡里廃寺跡の歴史や文化を守り、伝える場として、また地域に根ざした交流

の場となるような史跡公園としての整備を進めてまいりたいと考えております。

今後の具体的な進め方といたしましては、まずは草木などの伐採を行い、史跡内にある

既存構造物を撤去いたします。その上で、発掘調査成果が分かり、かつ往時のいにしえの

姿が想像できるような整備をするとともに、貴重な歴史遺産を次の時代に継承し、常に町

のランドマーク的な存在であり、時代の変化・ニーズにしっかりと対応できる新次元の進

化する史跡公園の整備・運営を目指してまいりたいと考えております。

今後の整備計画と予算につきましては、来年度は基本設計と実施設計に着手をし、令和

５年度秋頃に工事に着手することにより、令和７年度の竣工、この竣工という言葉が適切

かどうかは分かりません。この史跡公園は常に進化する史跡公園を目指してまいりたいと

思いますが、一応、令和７年度の竣工を目指してまいりたいと考えております。事業費に

つきましては、市民参加型の公園整備など新たな手法を取り入れ、事業費の軽減を図ると

同時に、市民の皆様の地域への愛着と誇りを醸成してまいりたいと考えております。早期

の整備完成に向け、しっかりと前に進めてまいります。

次に、美馬・高松間国道１９３号整備計画及び相互交流についてのうち、現在の状況と

今後どのような方針で取り組むのかとのご質問でございますが、この整備促進に向けまし
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ては、令和元年６月議会において井川議員からのご提言などを踏まえまして、休止をして

おりました国道１９３号（脇・塩江間）整備促進期成同盟会を１０年ぶりに再開をし、活

動を開始いたしました。

また、市議会におきましても、昨年６月、特別委員会を設置していただき、勉強会や現

地視察を始め、高松市議会との意見交換を行うなど、調査研究を進めていただいておりま

す。

先ほど、井川議員からのご質問の中でも触れていただきましたが、コロナ禍という制約

のある時期ではありましたが、昨年１０月には県知事に対して、また今年３月には国土交

通省四国地方整備局長に対して、それぞれ要望活動を行うなど、整備促進に向けた活動に

取り組んだところであります。

こうした中で、本年６月、国が策定をした新広域道路交通計画では、高松市香南町と美

馬市脇町間を結ぶ国道１９３号香南脇道路は、一般広域道路として位置づけられており、

特に課題の大きな区間は部分的な改良を行うなど、効率的な整備が進められるようになっ

ております。香南脇道路の整備により、高松方面への所要時間が短縮をされ、通勤圏の拡

大や物資の流通が活性化されるとともに、空港を中心とした広域的な交流・開発拠点網の

形成につながるなど、美馬市の活性化に大きな効果が期待をされます。

また、近い将来、発生が危惧されております南海トラフ巨大地震発生時には、本市は本

県のバックアップ拠点に位置づけられており、リダンダンシーの確保とともに、県西部の

中核拠点として、大きく寄与するものと考えております。

このため、香南脇道路については、部分的な改良にとどまることなく、本路線全体の整

備を計画的に進めることより、広域基幹道路としての機能強化を図ることが非常に重要で

あり、この促進のため、全力を尽くしてまいる所存でございます。

高松市議会における自民党代表質問の内容についても紹介をしていただきましたが、一

昨年２月の大西高松市長との会談におきましても、高松空港を生かした広域観光周遊ルー

トの形成を目指すことで一致をしておりまして、国道１９３号香南脇道路は、この推進を

図っていくためにも欠かすことのできない重要な路線であります。高松市を始め、関係機

関としっかりと連携をしながら、また地域住民の皆様方にも必要性と有効性をご理解いた

だき、まずは先ほど議員のご指摘もありましたが、地元気運を高め、粘り強く、精力的に

戦略的に取り組んでまいりたいと考えておりますので、議員各位におかれましても、格段

のご支援とご協力を賜りますようお願いを申し上げます。

◎副教育長（大泉勝嗣君）

議長、副教育長。

◎議長（林 茂議員）

はい、大泉副教育長。

［副教育長 大泉勝嗣君 登壇］

◎副教育長（大泉勝嗣君）

続きまして、私からは、郡里廃寺跡地についての質問のうち、これまでに要した事業費

や今後の管理体制などについて、順次お答えをいたします。
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郡里廃寺跡については、平成６年度から１８年度までにかけて史跡の公有地化を進めて

まいりました。また、平成１７年度から２３年度までの７年間と平成２６年度から２８年

度までの３年間には、史跡整備に伴う発掘調査を行ってまいりました。これらに要した事

業費につきましては、公有地化に約６億３,２００万円、発掘調査などに約５,５００万円

で、合わせて約６億８,７００万円となっております。

次に、今後の管理体制につきましては、行政と市民とで構成する協議会のような組織を

設置をいたしまして、史跡公園整備後の維持管理や活用に関わる調整などを行ってまいり

たいと考えており、これに伴う予算は、今後、精査をしてまいりたいと考えております。

次に、本史跡を広く周知するための取組といたしましては、デジタルコンテンツの活用

やパンフレットの作成のほか、道の駅みまの里を始め、中山路のイチョウや段の塚穴、寺

町、郷土博物館といった周辺施設と連携することにより進めてまいりたいと考えておりま

す。

また、徳島自動車道や国道４３８号を利用して訪れる方々につきましては、道の駅みま

の里を拠点とした観光メニューを開発するなど、多方面から訪れる方々の誘客に取り組ん

でまいりたいと考えております。

次に、交通安全対策につきましては、議員ご指摘のとおり、本史跡と道の駅みまの里と

の動線上に、県道鳴門・池田線が横切っており、危険な状況であることから、何らかの対

策が必要であると考えております。この件につきましては、今後、県や県警など関係機関

との協議を行い、検討してまいりたいと考えております。

最後に、なぜこの事業にこれだけの時間がかかったのかということでございますが、吉

野川堤防工事との関連もあり、拝原最終処分場適性処理事業に伴う拝東遺跡の発掘調査な

どを優先したことによるものであり、本史跡の調査を平成２１年度から２７年度までの７

年間、中断をしたことが主な理由でございます。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

続きまして、私からは、高松市との相互交流についてのご質問にお答えいたします。

まず、高松市との観光連携につきましては、市長答弁にもありましたように、一昨年２

月に藤田市長と高松市大西市長の間でトップ会談が開催されております。

トップ会談以降の取組といたしましては、両市の観光資源の洗い出しに始まり、高松・

塩江・剣山を結ぶ観光周遊バスの試験運行、観光イベントの共同開催などについてリモー

ト会議を重ねながら、協議を進めてまいりました。

具体的な取組としましては、実証運行という形ではありましたが、高松駅と木屋平ルー

トでの剣山見ノ越、道の駅みまの里を結ぶ「四季のみま旅 剣山登山１８０４ひらめきバ

スツアー」を１０月９日から１１月７日までの毎週土・日に計１０回実施し、ツアー料金
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を低価格に設定したこともあり、計画を上回る３８１人の参加をいただくなど、大変好評

でございました。

ツアーの際に実施したアンケート調査によりますと、多くの方が「満足した」と回答さ

れているほか、「香川から剣山へは車がないと難しいので、バスツアーに参加できてよか

った」「次回は１泊して、美馬市内の観光地を見てみたい」などのご意見をいただくなど、

高松市民のレジャー先として剣山・美馬市が認知され、今後、旅先として選択される可能

性が広がったのではないかと期待をしております。

一方で、民間レベルにおきましても、奥塩江交流ボランティア協会と本市の美村・大谷

地区の地域づくり団体との間で、塩江から大滝山にかけてのハイキング事業やフォトコン

テストなどに取り組まれているほか、美馬観光ビューローなど市内の各種団体からなる美

馬のええもん推進協議会が高松市内で物産販売と観光ＰＲ活動を行うなど、交流が盛んに

行われているところでございます。

次に、今後、どのような姿勢で高松市と共に取組を進めていくのかとのご質問でござい

ますが、現在、高松市では観光客の滞在促進を図るため、道の駅しおのえエリアの整備に

取り組まれておりますが、国道１９３号を利用した県境を越えての観光周遊ルートの造成

などにより、その魅力度を高めるため、美馬市との観光連携に大きな期待を寄せられてお

ります。中でも、ご質問の中で議員がご紹介された高松市議会での代表質問にもあります

ように、本市の剣山や穴吹川、うだつの町並みは、高松市から大きく注目をされている観

光資源でございます。

今後におきましては、これらのほか、大滝山や美村が丘など、高松市と隣接する観光資

源と、屋島や栗林公園、塩江温泉郷などを結ぶバスツアーなどの取組を両市で検討してま

いりたいと考えております。

更に、広域連携という軸では、鳴門市との観光連携も前へ進めることとしており、本年

１０月２１日には、美馬市・鳴門市の両市長、議長との間で、官民相互の観光連携を一層

深めることや、両市の特産品の販売交流を道の駅を核に行うことなどが話し合われるなど、

共通認識を深めてまいりました。

本市といたしましては、これら観光振興に注力されている高松市や鳴門市との連携によ

り、課題である滞在型観光の実現に向けて、観光拠点を結ぶ周遊コースの造成などに引き

続き取り組むとともに、今後、様々な分野において、官民連携による幅広い交流につなげ

てまいりたいと考えております。

◎１０番（井川英秋議員）

１０番、井川。

◎議長（林 茂議員）

１０番、井川英秋君。

［１０番 井川英秋議員 登壇］

◎１０番（井川英秋議員）

時間がまだあるようですので、再問はやめておきますが、少しまとめと要望を兼ねた質

問をさせていただきます。
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それでは、先ほど申し上げましたが、質問に対してのまとめをさせていただきます。

質問に対して答弁、誠にありがとうございました。答弁としては、私の想定している範

囲の答えをいただきましたので、先ほど申し上げましたが、再問でなく、私の意見、また

今後、どのようにしたらよいかの要望を入れたまとめに入りたいと思います。

まず、郡里廃寺跡地の件ですが、整備計画が最終決定をされた話を聞いた時も、本当に

長年かかっておりますので、本心を申し上げますと、本当かなと思ったのも事実でござい

ます。先ほども申し上げましたが、平成２６年に史跡公園整備が完成するとの時の教育委

員会の答弁をもらい、今日、令和３年１２月でございます。しかし、今日の質問に対して

の市長の答弁をもらい、やっとできたとの思いで、本当に安心をいたしました。市長も３

年ぐらい前から、この問題、どなにか早く解決しなくてはいけないと何回も私に言われて

いましたので、相当やる気になっているなと感じたのも事実でございます。今年４月に担

当者から、今年中には少し不安ですが、必ず計画書を最終決定すると私に言われました。

長年かかった案件を言ったとおり実行したことに敬意を表しておきます。仕事を早く進め

るのはどれぐらい担当する人が熱意があるかが大事かと感じました。

しかし、本当の大事な仕事はこれからでございます。約１,３００年前からの歴史を調

べ、将来の人々に伝える仕事も含まれています。１００年、２００年先の人々がいいもの

を残してくれたと言ってくれるような仕事をしなくてはいけないと私は思っております。

そのために、必ず地域の人々と共に話合いを持ち、意見も聞き、先ほど市長も言っており

ましたように、地域に根ざした史跡公園にしてもらいたいものでございます。また、今度

こそ今までと違い、しっかりと工程管理を行い、約束どおり令和７年度には確実に完成で

きるよう努力を惜しまないようにお願いしときます。それにより、日本全国に誇れる史跡

公園が完成することを期待しております。行政はもとより、教育委員会には責任感を持っ

て、事業を進めるようお願いをしておきます。

次に、美馬・高松間国道１９３号整備計画及び相互交流の件でございますが、事業を前

に進めようと思っても、今、現在のコロナ禍の中、相当な苦労があるのも事実かと思いま

す。しかし、そのような中、国道１９３号整備計画問題は、国・県に対して行政として陳

情・要望、少しずつ前に進めていることに対して、敬意を表しておきます。

また、陳情の中で、経済対策のためはもとより、市長の答弁の中で、「本市は県のバッ

クアップ拠点に位置づけされている」と言われました。本当に近い将来、必ず来るであろ

う南海トラフ巨大地震が起きれば、また予想をはるかに超す地震になれば、明石海峡、鳴

門海峡にも大きく被害を受けた場合、本土とのアクセスが閉ざされることも考えられます。

そのような状況を生じた場合、本土とのアクセスは瀬戸大橋でございます。美馬市・高松

市、瀬戸大橋、本土とつながった１９３号ルートが美馬市だけでなく、徳島県民の財産は

もとより、県民の命を守る「命の道」になります。このような問題点をしっかり要望点に

入れ、また特に、徳島県には申し入れてください。また、高松市ともこの問題を認識を一

緒にするため、常に情報交換をする必要があると思いますので、努力を惜しまないように

してください。

先ほどの質問の中で、高松市議会最大会派、自民党の今年の１２月議会の代表質問を紹
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介させてもらいましたように、大変前向きに取り組んでおられます。ちなみに高松市長の

答弁もすばらしい答えが出てくるようお聞きしております。まだ終わっておりませんので、

私の想像も少し入っておりますが、多分、間違いないと思います。

観光問題においても、高松市議会の質問の内容でも分かるように、剣山、穴吹川、うだ

つの町並みほか、本市の観光資源に大きな関心を持ってくれているのも事実でございます。

受入体制をどうかしっかりやってください。

先ほど答弁の中で、観光の一例として鳴門市との観光連携を申されていましたが、私も

鳴門市との協議に藤田市長、林議長のお供で参加をさせてもらいました。その中で、鳴門

市長、時の鳴門市議会の議長の思い入れは、ものすごいものが感じました。あの場にいた

人は多分、そう感じたと思います。鳴門市からすれば、人口僅か半分の美馬市に対してで

す。しかし、なぜかというと、それは高速道路のアクセスがしっかりしているのが美馬市

に向いてくれる最大の要因かと私は思います。この点を高松市に置き換えればよいのです。

アクセス道路がしっかりしていれば、どのような大きな自治体とも対等にお付き合いがで

き、我が市の発展につながります。そのために、美馬・高松間国道１９３号整備計画は絶

対不可欠だと強く申し上げておきます。

さて、令和３年も、あと二十日少しを残すだけとなりましたが、本年も年中コロナに脅

かされた１年でありましたが、明るいこともありました。４月にはゴルフの松山選手がマ

スターズで優勝、８月には東京オリンピック・パラリンピックで記録的なメダルラッシュ。

また、大リーグでは大谷選手が二刀流で大活躍でＭＶＰを受賞し、世界で日本人の若者が

大活躍した年でもありました。本当に誇らしい限りでございます。

さて、来たる令和４年は、コロナも収束し、美馬市民の皆様が安心してご健康で生活で

きる新年が来ることを願いまして、剣の会としての代表質問をこれで終わります。ありが

とうございました。

◎議長（林 茂議員）

ここで、議事の都合により、昼食休憩といたします。

小休 午後０時００分

再開 午後１時００分

◎議長（林 茂議員）

休憩前に引き続き、会議を開きます。

代表質問を続行いたします。

次に、美馬未来の会、都築正文君。

◎４番（都築正文議員）

議長、４番。

◎議長（林 茂議員）

はい、４番、都築正文君。

［４番 都築正文議員 登壇］

◎４番（都築正文議員）



－４１－

議長の許可をいただきましたので、美馬未来の会を代表して質問をさせていただきます。

早いもので、市民の方の付託を受けまして、はや４年が経過しようとしておりますが、

この間、美馬未来の会として、また１人の議員としてこの場におきまして様々なご質問を

行ってまいりました。私は市の政策や今後の方向性、また市民の方が知りたいと思われて

いることを理事者側から引き出し、それを市民の方にお伝えしたいという思いで質問をし

てまいりました。多くの方に市の施策やひいては行政に興味・関心を持っていただくこと

で、市民の方が積極的にまちづくりに参加していただくようになり、そのことが地域の活

性化や更には美馬市がよりよい町に発展していくことにつながるものと考えております。

そういった思いで、今回におきましてもこのスタンスで質問をさせていただきたいと思い

ます。

質問は、２件通告させていただいております。

１件目は、新型コロナウイルス感染症に伴う本市の経済対策についてであります。プレ

ミアム商品券や企業応援給付金（第３号）の取り組み、また美馬市版Ｇｏ Ｔｏ Ｍｉｍ

ａ推進事業の取り組みなどについてお伺いいたします。

２件目は、小中学校、認定こども園における防犯対策についてでありまして、それぞれ

が防犯対策をして、どのようなことを行っているのかをお伺いしたいと思います。

それでは、１件目、新型コロナウイルス感染症に伴う本市の経済対策についてお伺いし

たいと思います。

約２年間にわたる世界規模の新型コロナウイルス感染症により、飲食業や宿泊業、運輸

業、観光業、農業などあらゆる業種がダメージを受けております。国の経済損失も数十兆

円規模というとてつもないもので、歴史上最大規模の経済損失と言われております。一方

で、三菱総合研究所が先月公表したコロナ禍での日本経済の展望によりますと、ワクチン

の計画的な接種や無料のＰＣＲ検査の拡大、医療供給体制の強化などにより、１０月の緊

急事態宣言解除後も新規感染者数が低く抑えられております。日本経済は飲食や宿泊など

外出関連業種を含め、国内経済活動の再開が進んでいくとの予測がなされております。こ

れまでにも国におきましては、経済対策として医療供給体制の確保や中小事業者への支援

など、社会経済活動の再開に向けたあらゆる施策を打ち出しております。また、本市にお

いても、国や県の経済対策と連動し、美馬市オリジナルの政策として、事業者や支援する

給付金制度、市内経済の好循環を期待して、令和２年度に引き続き実施したプレミアム商

品券事業、産直市連絡会キャンペーン事業など事業者のみならず消費者にも大きなメリッ

トがある事業が展開されております。更には、新たに企業応援給付金（第３号）として、

１事業者に対して１０万円の給付をする事業もされております。

これら美馬市オリジナルの経済対策につきましては、市民の皆様や事業者の皆様からは

「コロナで大変な時に少しでも会計が楽になったなり、助かった」「店を畳まなければな

らないのか心配したが、何とか持ちこたえられた」という声をお聞きするなど、コロナ禍

の中でも未来への希望や活路が見いだせる取組であったように思います。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症が完全に収束したわけではなく、海外では新

たな変異株が出現し、国内でも数例確認されるなど、感染症対策と経済活動を両立させる
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取組は今後も必要になってくるものと考えております。

そこで、お伺いいたします。令和３年度の緊急経済対策の目玉とも言えるプレミアム商

品券事業と企業応援給付金（第３号）の取組状況はどうであったのかお答えいただきたい

と思います。

次に、観光分野における経済対策であり、美馬市版Ｇｏ Ｔｏ推進事業に関してお尋ね

します。

最近、大型バスや小型バスが道の駅で止まっているのをよく見かけるようになりました。

コロナ禍における緊急事態宣言やまん延防止の取組が解除され、県をまたぐ移動が可能と

なったことにより、人の流れが活発化しているものと思われますが、うだつの町並みにも

市や美馬観光ビューローが取り組む各種イベント効果もあり、多くの観光客が来ているよ

うで、少しは活気が出てきたのかなと感じております。国のほうでもＧｏ Ｔｏトラベル

など、Ｇｏ Ｔｏキャンペーンを来年２月には再開するようであり、感染症対策をしっか

り取って旅行を楽しんでもらい、地域にお金を落としてもらうことは地域経済を回すため

にも非常に重要なことだと思います。

そこで、お伺いいたしますが、昨年に引き続き、市が取り組んでいる美馬市版Ｇｏ Ｔ

ｏ Ｍｉｍａ推進事業の取組状況についてお答えいただければと思います。

次に、２件目の小中学校、認定こども園等における防犯対策についてお伺いしたいと思

います。

私がこの質問をいたしますのは、去る１１月９日、宮城県登米市保育施設に刃物を持っ

た男が子どもを殺す目的で侵入し、警察に現行犯逮捕されたといった事件が発生したため

であります。幸い、約２００人の子どもたちを始め、職員にけがはありませんでしたが、

周辺をうろついていた容疑者を不審に思った職員が子どもたちを建物内に避難させた後に

複数人で問いただしたところ、柵を乗り越えて、施設内に侵入し、刃物で職員に襲いかか

ってきたので、複数の職員に取り押さえられたといったような報道がされていました。不

審者や子どもを殺す目的で刃物を持って保育施設に侵入したという本当に恐ろしい事件で

ありました。けがをした人はいなかったので、本当によかったと思っております。

そこで、もしも美馬市内の学校などで、このような不審者が侵入してきた場合には、ど

のような対応をできるのかということが知りたくなったわけであります。市内の幼稚園、

小中学校の防犯対策はどうなっているのか、また不審者侵入の場合を想定しての訓練はど

のように行っているのか、具体的にお答えいただきたいと思います。

以上、２点について、答弁により再問をさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）
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４番、美馬未来の会、都築正文議員の代表質問のうち、私からはプレミアム付商品券事

業、企業応援給付金（第３号）、美馬市版Ｇｏ Ｔｏ Ｍｉｍａ推進事業の取り組みはと

のご質問にお答えいたします。

まず初めに、美馬市プレミアム付商品券発行事業につきましては、長引く新型コロナウ

イルス感染症の影響により、停滞する市内経済の活性化や事業者の経営回復、更には子育

て世帯への支援を目的として実施したものでございます。

同事業は、本年７月２０日から、市内の各郵便局及びミライズ総合事務所を含む１３か

所におきまして、販売及び支給を行うとともに、同日より商品券取扱登録のあった３０９

店舗での利用を開始いたしました。

期間内の販売実績につきましては、３万１,０８４セット、総額４億４０９万２,０００

円分が発行され、１１月末日までに市内の各登録店舗で使用されております。

これは、商品券事業として過去最大規模の４億９,６５０万９,０００円を発行した昨年

度事業とおおむね同規模の実績であり、この１年間で合わせて約９億円分の商品券が使用

されたことで、停滞する市内経済回復の一助になったものと考えております。

次に、美馬市企業応援給付金（第３号）につきましては、コロナ感染症の影響により売

上高の減少があった市内小規模事業者の事業継続を支援するため、新たに創設したもので、

本年１０月１１日から１１月３０日までを申請期間とし、先般事業が終了いたしました。

同事業は、本年１月から９月の任意の３か月間の売上高が前年又は前々年の同時期と比較

して２０％以上の減少があった小規模事業者に１０万円を給付するもので、期間中に３４

５件の申請があり、総額３,４５０万円の給付が完了いたしました。

次に、市内の観光事業者支援を目的とした美馬市版Ｇｏ Ｔｏ Ｍｉｍａ推進事業につ

いてでございますが、徳島県民を対象にした「四季のみま旅体験型ツアー」や市内の宿泊

施設利用者に対する１泊２,０００円の宿泊割引に取り組んでおります。

中でも、昨年に引き続き実施している「四季のみま旅体験型ツアー」につきましては、

本年５月から１２月にかけて「剣山とうだつの町並み散策」や「そば打ち体験と寺町・段

の塚穴古墳群散策」「美のヒーリングヨガツアー」など、計１２種類のツアーを企画して

おり、予約を含め８８０人のご参加をいただくなど、大変好評をいただいているところで

ございます。

コロナ禍での厳しい現状の中ではございますが、これら近場の観光需要を対象とした事

業展開を行うことで、新たな交流人口が生み出されたほか、市内のバス事業者や体験メニ

ュー提供事業者、飲食店などの観光関連事業者の経済的支援にも効果的なものであったと

考えております。

◎副教育長（大泉勝嗣君）

議長、副教育長。

◎議長（林 茂議員）

はい、大泉副教育長。

［副教育長 大泉勝嗣君 登壇］

◎副教育長（大泉勝嗣君）
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続きまして、私からは、小中学校及び幼稚園における防犯対策についてのご質問にお答

えいたします。

本市の小中学校及び幼稚園の防犯対策といたしましては、まずハード面の対策でござい

ますが、各園や学校には不審者が侵入した場合などに、警察に直接緊急通報ができる１１

０番非常通報装置を設置しているほか、教職員が危険な不審者へ対応することを想定した

さすまたを各施設に２か所以上、整備しております。また、職員室から玄関の様子が見え

にくい学校などには、職員室において来校者を確認できるように防犯カメラを設置し、不

審者の侵入抑止を図っております。

次に、ソフト面の対策でございますが、小中学校においては学校保健安全法により、学

校安全計画のほか、危険等発生時対処要領、いわゆる学校の危機管理マニュアルを定める

ことが義務づけられております。

この危機管理マニュアルは、学校の管理下で危険が発生した緊急時に、教職員が迅速か

つ適切に対応できるよう、トラブルや危機の発生前、発生時、発生後と３段階のプロセス

を想定して作成しており、マニュアルの作成後は、関係機関や保護者・地域と連携した訓

練を行い、課題を明確化するとともに課題解決のために対策を行うなど、定期的に見直し

を行っております。

同様に、幼稚園においても危機管理マニュアルを作成し、教職員がそれぞれの役割を明

確にした訓練を行っております。

また、子どもたち自身が危険を回避し、安全確保の行動を取ることができるよう、育成

していくことも重要でございます。各小中学校の学校安全計画では、防犯対策だけでなく、

災害対応や交通事故防止、学校設備の適切な使用などについて、児童生徒の実態や地域の

特性を取り入れて作成した年間計画に基づき、各教科や総合的な学習の時間、学校行事等

を活用して、子どもたちが学習に取り組んでおります。

幼稚園におきましても、安全計画を策定し、教職員の指示をよく聞くことや集団で行動

する時の約束など、日頃の園生活の中で状況に応じた行動が取れるよう指導するとともに、

避難訓練を行うことにより、子どもたちの安全意識の向上を図っております。

また、隣接する幼稚園と小学校では、様々な地域の危機管理情報の共有を図るとともに、

訓練も共同で行い、相互連携の下に安全対策を行っております。

今後も、訓練方法の見直しなどを行いながら、子どもたちの安全を守るため、ハードと

ソフト両面の効果的な防犯対策を実施してまいります。

◎４番（都築正文議員）

議長、４番。

◎議長（林 茂議員）

はい、４番、都築正文君。

［４番 都築正文議員 登壇］

◎４番（都築正文議員）

それぞれ丁寧なご答弁、ありがとうございました。

質問項目１件目については、市の経済対策としてプレミアム商品券事業、企業応援給付
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金（第３号）事業、美馬市版Ｇｏ Ｔｏ推進事業について、それぞれ詳細にお答えいただ

きました。

プレミアム商品券については、登録店舗は３０９店舗で、３万１,０８４セット、総額

約４億４０９万２,０００円分が発行され、市内登録店舗で消費されたとのことであり、

昨年に続いて、その経済効果も大きかったとのことでした。

また、企業応援給付金（第３号）についても、これまでに３４５件の申請があり、３,

４５０万円の給付があったとのことでありました。

更には、美馬市版Ｇｏ Ｔｏ Ｍｉｍａ推進事業では、「四季のみま旅体験型ツアー」

に８８０人の参加があり、貸切バス事業者や体験メニューの提供事業者、飲食店などの支

援につながっているとのことでありました。

これら、美馬市オリジナルの経済対策は一定の効果が見られたようでありますが、新型

コロナウイルス感染症が本格的に収束するには、まだまだ時間を要すると言われておりま

す。市内経済が本格的に回復に至るまでの期間は、市民の皆様や事業者の皆様への経済的

な支援は引き続き必要ではないかと思います。特に観光事業者の皆様においては、世界的

に感染拡大が懸念されるオミクロン株の出現により、当面インバウンド事業も見込めない

中、厳しい状況は今後も続くことが予想されます。

そこで、お伺いいたします。市内事業者の皆さんに対する経済支援や観光事業者の皆さ

んに対する支援は、今後、どのように考えられているのかをお答え願いたいと思います。

質問項目２件目については、幼稚園、小中学校における防犯対策について、それぞれ詳

細にお答えいただきました。

ハード面においては、１１０番非常通報装置の設置、さすまたの整備など。ソフト面に

おいては、危機管理マニュアルに基づいた安全管理と安全教育の両面からの取組を行って

いるとのことでした。また、避難訓練も行っているとのことですので、それを通して教員

や児童生徒ともに日頃からの危機管理意識を高め、非常時の迅速な判断や避難につなげて

いただきたい。

それでは、続いて、認定こども園や保育所における防犯対策についてお伺いいたしたい

と思います。

特に、認定こども園や保育所のお子様は０歳児から５歳児ということで、自分自身では

判断ができない、逃げることも困難である状況下があると思います。先ほどの宮城県登米

市の場合は、不審者が侵入時、園庭に７１人の園児が遊んでいたとのことです。職員の１

人が不審者に気付き、職員同士がアイコンタクトで園児全員を５分ほどで園舎に誘導、避

難させ、窓を施錠し、外が見えないようにカーテンを閉め、園児の安全を確保したそうで

す。

このような案件は、本市の認定こども園でも起こり得ることではないかと思っておりま

す。

そこでお伺いいたします。認定こども園等の防犯対策はどうなっているのか。また、不

審者侵入の場合を想定しての訓練はどのように行っているのか、具体的にお答えいただき

たいと思います。よろしくお願いいたします。



－４６－

◎副市長（加美一成君）

副市長。

◎議長（林 茂議員）

はい、加美副市長。

［副市長 加美一成君 登壇］

◎副市長（加美一成君）

４番、美馬未来の会、都築正文議員からの再問のうち、私からは、新型コロナウイルス

感染症に伴う本市の経済対策、今後の取組についてお答えをさせていただきます。

まず、市内事業者に対する経済支援でございますが、議員ご指摘のとおり、新型コロナ

ウイルスの新たな変異株、オミクロン株が世界的に拡散し、国内でも感染者が確認をされ

たことから、経済界では景気の低迷や企業活動の停滞に対する不安が強まっております。

こうした中、国は、令和３年度補正予算案に、中小事業者向けの支援策としてコロナの

影響により売上げが減少した事業者に対して最大２５０万円を給付する事業復活支援金を

始め、新分野への業態転換を支援する事業再構築補助金など、様々な施策を打ち出してお

ります。

市といたしましては、こうした国の支援策を事業者の皆様に最大限活用していただくこ

とで、雇用と事業の継続が図られるよう、市商工会を始め、関係機関と連携し、周知に努

めるとともに、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金などを活用した市独自

の経済対策についても幅広く検討をしてまいります。

また、観光分野におきましては、インバウンド需要が当分見込めない中、まずは国内旅

行者の獲得を目指し、引き続き体験型旅行商品の造成を行うとともに、ロケツーリズムに

よる観光プロモーション事業を展開することにより、地域経済が潤い、「儲かる観光」に

つながるような取組を進めてまいります。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、認定こども園、保育所における防犯対策についてのご質問にお

答えいたします。

美馬市の各認定こども園、保育所における防犯対策につきましても、ハード、ソフト両

面からの対策を講じております。

初めに、ハード面でございますが、まずは不審者を園内に侵入させないということが重

要でございますので、園庭など敷地回りにはフェンスと防犯カメラを設置し、園舎は園児

の登園時等以外は施錠し、来園者があった場合は、確認した上で解錠するようにカメラ付

インターホンを設置しております。また、万が一不審者が侵入した場合には、警察に即座

に連絡できる１１０番非常通報装置を設置しており、ボタン一つで美馬警察署の方が駆け
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つけてくださることになっております。

不審者対応の備品といたしましては、さすまた、催涙スプレー、カラーボールを各認定

こども園、保育所に常備しております。

次に、ソフト面でございますが、各園では、地域の特性を考慮したそれぞれの不審者対

応マニュアルを作成しております。マニュアルには、不審者侵入時の通報手順、子どもの

避難誘導の仕方など細かく記載をしており、職員間で共通理解を図るとともに、これに基

づき、年数回の防犯訓練を行っております。

議員のご質問の中にもありました登米市の事件は、認定こども園への不審者の侵入でご

ざいましたので、各園でも改めて不審者対応などを職員間で確認したところでございます。

また、去る１１月１６日には、穴吹認定こども園において、登米市の事件と同様のケー

スを想定しての防犯訓練を行いました。この様子はＮＨＫのニュースで放映されましたの

で、ごらんいただいた方もいらっしゃるかと思います。訓練では、美馬警察署の方が不審

者役となり、こども園に侵入し、職員はマニュアルに基づき、子どもたちを保育室に避難

させると同時に１１０番非常通報装置により通報し、不審者は駆けつけた署員によって取

り押さえられました。

また、訓練の後、美馬警察署の方から園児に対し、不審者から声をかけられた時などの

対応を分かりやすく教えていただきました。職員にとりましても、不審者侵入時における

基本的対応や子どもの避難誘導の仕方が確認でき、非常時も冷静に、統一した行動が取れ

るための有意義な訓練となりました。

今後におきましても、各園等において、このような訓練を行い、職員間で連携を図りな

がら非常時に対応できるよう確認するとともに、職員の危機管理意識を高め、安全・安心

な保育、教育環境の確保に努めてまいりたいと考えております。

◎４番（都築正文議員）

議長、４番。

◎議長（林 茂議員）

４番、都築正文君。

［４番 都築正文議員 登壇］

◎４番（都築正文議員）

それぞれのご答弁、ありがとうございました。

それでは、最後にまとめをさせていただきます。

質問項目の１件目については、市内事業者の皆様に対する経済支援や観光事業者の皆様

に対する支援についてお答えいただきました。

国の経済対策を積極的に活用し、かつ美馬市独自の経済対策も検討していくとのご答弁

をいただきました。特に観光については、体験型旅行商品の更なる取組やロケツーリズム

を通じた観光活性化を図るなど、地域経済の好循環につながる取組を進めるとのご答弁を

いただきました。市民の皆様や事業者の皆様はコロナも収束傾向にあるとは言え、まだま

だ先行きが見通せない状況にあります。是非アフターコロナに向け、社会経済が活性化す

る効果的な施策を検討していただけるようお願いいたします。
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質問項目の２件目については、幼稚園、小中学校に続き、認定こども園、保育所におけ

る防犯対策についてお答えいただきました。

認定こども園における訓練については、私もテレビで拝見させていただきました。テレ

ビではごく一部の放映でしたが、実際の場面そのものの緊迫感があり、意義のある訓練で

あると感じました。コロナ禍における自粛生活の長期化や経済的な貧困などが社会全体に

影響を及ぼしているのか、最近、無差別犯罪などが多くなっているような感じを受けます。

学校や認定こども園などそれぞれにおいては、非常時を想定し、日頃から様々な備えをし

ていただいていることが分かりました。ほいで、安心いたしましたが、美馬市内では保育

所や認定こども園、幼小中学校が隣接している地域が多くあります。このようなところで

非常事態となった場合に備えて、地域全体が日頃から連携し、一体となって対処ができる

よう、合同訓練を実施するなどの方法もまた効果的ではないかと思っております。引き続

き子どもたちの安全確保のため、なお一層のご配慮をお願いしたいと思います。

再々問につきましては、提言に変えさせていただき、以上で、美馬未来の会を代表して

質問を終わります。なお、ご答弁はいただかなくて結構です。ありがとうございました。

◎議長（林 茂議員）

ここで、１０分程度小休いたします。

小休 午後１時３５分

再開 午後１時４５分

◎議長（林 茂議員）

小休前に引き続き、再開いたします。

次に、みま創明会、立道美孝君。

◎２番（立道美孝議員）

議長、２番。

◎議長（林 茂議員）

はい、２番、立道美孝君。

［２番 立道美孝議員 登壇］

◎２番（立道美孝議員）

議長に発言の許可をいただきましたので、みま創明会を代表し、通告のとおり、３件の

質問をさせていただきます。

１件目は地球温暖化対策に関する美馬市の取り組みについて、２件目に美馬市権利擁護

基幹センターの設置について、３件目は人口急減地域への対策についてお伺いいたします。

まず、初めに、１件目の地球温暖化対策に関する美馬市の取り組みについてお伺いいた

します。

温暖化対策は世界的な問題であり、今後、取組の強化が求められると考えられることか

ら、質問をさせていただきます。

近年、温暖化による気候変動が容易とされる異常気象が日本のみならず、世界中で発生

しており、温暖化の原因とされるのが二酸化炭素やメタンの温室効果ガスであります。こ
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れらは、地球の気温維持にはなくてはならないものであり、もしなければ、地球の気温は

マイナス１８度にもなると言われております。２０世紀半ば以降、人間活動による化石燃

料の大量消費が原因で、温室効果ガスが放出され、温暖化が進み始め、１９９７年、先進

国により定められた京都議定書の後を受け、２０１５年１２月に開催された国連気候変動

枠組条約第２１回締約国会議において、世界約２００か国が合意したパリ協定により温暖

化防止が世界的な流れができております。

昨年、菅首相が２０５０年カーボンニュートラル宣言を行ったことにより、国内でも更

に温暖化対策への取組が加速をしております。

本年６月に開催された国・地方脱炭素実現会議において、地域脱炭素は地域の成長戦略

であり、地域が主役となり、再エネ等地域資源の最大活用で経済を循環させ、地域課題を

解決し、地方創生にも貢献できるものとされております。２０５０年までに少なくとも１

００か所以上の脱炭素の先行地域を創出する目標が掲げられております。美馬市も地球温

暖化対策等の施策推進をする上で、このことについてもお考えをいただいていると思いま

す。

そこで、カーボンニュートラルの意義や動向について、また美馬市としての取組につい

てお伺いいたします。

次に、２件目は、美馬市権利擁護基幹センターの設置についてであります。

この件につきましては、本定例会開会日に市長の所信の中にあったものでございます。

お話では、美馬市権利擁護基幹センターを令和４年３月設置に向け、現在、準備を進めて

いるとのことでございました。市民の皆様にも身近な問題であり、ご理解をいただきたい

ものであると考えます。詳細な内容についてお答えをいただきたく、質問をさせていただ

きます。

さて、高齢化が進展していくことに伴い、認知症になられる方も増加する現状があり、

現在、６５歳以上の高齢者の６人に１人は認知症であると言われております。令和元年度、

市内の要介護者の６４.２％が認知症というデータもございます。「人生１００年時代」と

言われる今、認知症は誰もがなり得るものであり、身近な問題となってきました。私が暮

らしている木屋平地域は市内でも一段と高齢化が進んでいる地域であります。一人暮らし

の高齢者の方がますます増えてきているという現状は、木屋平地区のみならず、市内全体

に言えることではないでしょうか。その方々が更に高齢になり、近くに身寄りもなく、身

の回りのことができなくなったり、判断ができなくなった場合、個人の財産や施設入所の

手続等が困難な状況が発生するものと思われます。今後、全国的にも更に高齢化が進む中

で、社会全体の大きな問題になってくることも考えられます。

美馬市においては、今年度末までに美馬市権利擁護基幹センターを設置するとのことで

ございますが、先ほど述べさせていただいたような問題解決に大きな期待を寄せるところ

でございます。

まず、設置するに至った背景についてお尋ねをいたしますとともに、どのようなセンタ

ーなのか、概要についても併せてお伺いいたします。

最後に、３件目に、人口急減地域への対策についてお伺いいたします。
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まず、特定地域づくり事業につきましては、このことも開会日の市長所信の中で触れら

れておりました。１０月２８日に木屋平地域７者の出資で木屋平スプラウト協同組合が設

立され、事業開始に向けた準備が進められているとのことでございました。このことは、

令和２年３月議会において武田喜善議員から質問されております。答弁では、地域人口が

急激に減少する過疎の地域で特定地域づくり事業を推進し、人材の確保と活躍の推進で地

域社会の維持と地域経済の活性化を図ることが目的であり、具体的には過疎の地区で高齢

化と人手不足が深刻な企業や団体が協同組合を設立し、雇用した社員を派遣することで問

題解決し、社員の移住・定住を図る。また、協同組合の運営に対し、社員の給料及び事務

所経費など、国及び市町村より財政支援を受けることができる制度との答弁でございまし

た。人口減少が激しい木屋平地区においては意義のある事業であり、設立に向けた準備を

進めているとの答弁がされておりました。高齢化と人口減少が激しい木屋平地域では、働

き手不足が深刻化し、事業継続も難しい現状がありますため、大きな期待を持たれる事業

でございます。

このたび、多くの皆様のご努力とご支援により、協同組合が設立され、事業開始に向け、

スタートをしたわけでございますが、まだクリアしなければいけないこともあると考えま

す。

そこで、特定地域づくり事業の４月事業開始に向けたスケジュールと今後の取組、また

派遣労働者の確保などについてもお答えをいただきたいと思います。

次に、地域公共交通事業についてお伺いいたします。

長年にわたり木屋平地域と穴吹川沿線の皆様の足として利用されてきました穴吹・木屋

平間の路線バスが、本年度末廃止が決定されました。このことによって穴吹・道の駅うだ

つ線併せて滝の宮・剣山線の季節運行バスについても同様に廃止されることとなりました。

様々な問題があると思いますので、質問をさせていただきます。

現行バスは、民間バス事業者による運行の継続が困難な状況となり、平成３年度、穴吹

町と木屋平村により運行が開始され、その後、合併を経て現状に至っております。財政状

況の厳しい中、地域住民の生活を守るため運行をしていただいておりましたが、停留所へ

の移動の問題、生活環境の変化や地域住民の減少により、年を追うごとにますます厳しく

なる現状においては、やむを得ない選択であったと思います。

しかしながら、利用者は減少しても、必要とされる方もおられ、皆様の生活を守るため

の方法をご検討いただいていると思います。

廃止に至った原因は利用者の減少に尽きると考えますが、まず、穴吹・木屋平間路線バ

スの現状と廃止に至った経緯をご説明いただきたいと思います。

次に、季節ごとに期間的に運行が行われていた滝の宮・剣山線のバスについてお伺いい

たします。

このバスは、春、夏、秋のシーズンに期間を限定し、毎日１往復が運行されていたバス

であります。穴吹・木屋平間の路線バスを乗り継ぐ形で主に剣山に行かれる方が利用され

ていたものでございます。美馬市側から剣山に行くことのできる唯一の公共機関でござい

ました。路線バスに乗り継ぐ運行であったため、路線バスの廃止に伴い、継続ができない
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状況になりました。このバスは剣山の観光のみならず、地域の観光関連施設にも受益を与

えておりましたことから、今後、更にあり方について検討をしていただくため、質問をさ

せていただきます。

コロナウイルスの発生の前後で利用者の数は違うと思いますけれども、これまでの利用

状況を詳しく説明いただきたいと思います。加えて１０月から１１月にかけて実証運行が

行われ、好評であったともお聞きをいたしております。実証運行でどのような結果が得ら

れたのかについてもお答えをいただければと思います。

以上、お答えをいただき、再問をさせていただきます。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

２番、みま創明会、立道美孝議員からの代表質問のうち、私からカーボンニュートラル

に関するご質問にお答えをいたします。

カーボンニュートラルとは、二酸化炭素ＣＯ２を始め、人間の活動で発生する温室効果

ガスと植物が光合成で吸収する量とが相殺をされ、プラス・マイナス・ゼロとなっている

状態でございます。具体的には、化石燃料から再生可能エネルギー、水素、バイオ燃料な

どへの転換のほか、森林再生プロジェクトを支援することで、ＣＯ２を吸収する植物を育

てるカーボンオフセットなどが方法として挙げられ、排出されたＣＯ２を回収して、地中

深くに貯留する技術の開発も進められております。

我が国におきましては、世界の平均気温上昇を産業革命以前と比べて２度より十分低く

保ち、１.５度に抑える努力をするとしたパリ協定に定める目標を踏まえ、昨年１０月、

２０５０年カーボンニュートラルを宣言するとともに、２０３０年度の温室効果ガス削減

目標として、２０１３年度から４６％削減すること、更に５０％の高みに向けて挑戦を続

けるとの方針が示されております。

また、地球温暖化対策推進法が改正され、地域の再生可能エネルギーの導入を促進する

仕組みや本年６月に策定された地域脱炭素ロードマップを踏まえた支援策などが推進され

ることとされております。

次に、本市における取組についてでございますが、市役所におきましては、事業者とし

ての立場から、ＣＯ２の削減対策に取り組んでおりまして、事務所内の空調設備の温度設

定を始めとした節電への取組や、庁舎など公共施設への太陽光発電設備の設置による電気

使用量の削減に努めているところでございます。

市の第３次地球温暖化対策実行計画におきまして、令和６年度の市役所におけるＣＯ２

排出量の目標数値を４,７７５トンと定めておりますが、令和２年度の排出量は４,８５４

トンでございましたので、更に７９トンの削減が必要となっております。ＣＯ２排出量の

削減には、太陽光発電設備への蓄電池の導入なども有効とされておりまして、節電などに
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加え、今後、様々な方法を検討してまいりたいと考えております。

我が国では、温室効果ガス排出の約６割が家計関連とされております。このため、市民

の皆様の協力もいただきながら、地域全体でＣＯ２排出量の削減に取り組むとともに、炭

素が重量の約半分であるとされる木材を建築材料として積極的に利用することを促すこと

で、カーボンニュートラルに近づけるなど、本市におきましても、林業の振興を含め、脱

炭素社会に向けた幅広い施策に取り組んでまいります。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、美馬市権利擁護基幹センター設置についてのご質問にお答えい

たします。

まず、美馬市権利擁護基幹センター設置の背景でございますが、高齢化社会が進展する

中、令和元年に国は認知症対策を強化するため、２０２５年までの施策を盛り込んだ新た

な指針「認知症施策推進大綱」をまとめました。その中で、成年後見制度の利用促進を具

体的な施策の一つに掲げており、全国どの地域に住んでいても成年後見を必要とする人が

制度を利用できるよう、市町村に成年後見制度利用促進計画の策定と、それに基づく権利

擁護センターなどの中核機関の整備を推進することが盛り込まれております。

このことから、美馬市では、令和２年３月に美馬市成年後見制度利用促進基本計画を策

定し、その中で令和４年３月までに美馬市権利擁護センターを設置するとしております。

また、令和３年３月に策定した美馬市高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計画の

中でも、成年後見制度利用支援事業の今後の方向性として、中核機関の整備を進めること

を明記しております。

これらの計画に基づきまして、美馬市権利擁護基幹センターの設置に向け、現在、準備

を進めているところでございます。

次に、概要についてでございますが、まず、この場合の「権利擁護」とは、認知症、知

的障害、精神障害などの理由で判断能力が不十分な方々の権利や利益を守ることでござい

まして、美馬市権利擁護基幹センターは、この権利擁護を推進する中核機関として、成年

後見制度や日常生活自立支援事業制度を活用し、市民の方々の住み慣れた地域での生活を

支援するものでございます。

◎市民環境部長（伊内公一君）

議長、市民環境部長。

◎議長（林 茂議員）

伊内市民環境部長。

［市民環境部長 伊内公一君 登壇］

◎市民環境部長（伊内公一君）
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次に、私からは、人口急減地域への対策についてのご質問のうち、まず初めに、特定地

域づくり事業の４月開始に向けたスケジュールと今後の取組、また派遣労働者の確保につ

いてお答えいたします。

合併時におけます木屋平地区の人口は１,１７９人でありましたが、令和３年１２月１

日現在では５０３人にまで減少しており、高齢化が進み、地域産業の担い手不足が大きな

課題となっております。

そこで、木屋平地区において、地域人口の急減に対処するための特定地域づくり事業の

推進に関する法律に基づく特定地域づくり事業の活用に向けた準備を進めてまいりました。

この事業の内容に関しましては、先ほど議員のご質問の中で触れられていたとおりでご

ざいまして、１０月に事業主体となる木屋平スプラウト協同組合が設立され、翌１１月か

らは地域おこし協力隊も事務的支援に当たっております。

ご質問の事業開始に向けた今後スケジュールについてでございますが、まずは、県に対

して、この事業を担う事業協同組合の認定申請及び労働者派遣事業の実施に必要な届出を

行います。その後、派遣労働者の募集を開始することとなりますが、この派遣労働者の確

保が大きな問題と考えており、ハローワークとの連携はもちろんのこと、民間の情報媒体

なども積極的に活用しながら取り組みたいと考えております。

このような手続を計画的に進めることで、来年４月の事業開始を目指しているところで

ございます。

次に、穴吹・木屋平間路線バスの現状と廃止に至った経緯についてのご質問にお答えい

たします。

穴吹・木屋平間路線バスは、木屋平地区における生活路線として、地域の皆様にご利用

いただいております。しかし近年は、人口減少などの影響により、利用者数は減少の一途

をたどっており、主要路線である穴吹・木屋平線におきましては、平成２８年度以降、１

便当たりの利用者数は１人に満たない状況が続いております。また、現行の路線の路線バ

スは、バス停での乗降でございますので、バス停までの行き帰りが困難であり、利用を控

えられているという現状もお聞きしております。

そこで、このような状況を改善し、利便性の向上を図るため、令和４年度から現行の路

線バスに代わる新たな地域公共交通として、ご自宅から目的地まで送迎を行うデマンド方

式による自家用有償旅客運送を開始できるよう、現在、準備を進めているところでござい

ます。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

続きまして、私からは、季節バス滝の宮・剣山線の利用者数等についてのご質問にお答

えいたします。
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滝の宮・剣山線の利用者数につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響が出る前

の令和元年度で年間２３０人、感染拡大の影響を受けた令和２年度では年間１４８人とな

っております。また、本年度の利用者数は４月２４日から１１月７日までの間で延べ８５

日間運行し、４１１人の利用がございました。

利用動向といたしましては、秋の紅葉シーズンが最も多く、１日当たり１０人を超える

日もございましたが、ほとんどは数名、ないしはゼロという実績となっております。

また、曜日ごとの利用状況につきましては、やはり週末の利用が多く、平日は少ないと

いう結果でございました。しかし、月曜日あるいは金曜日といった土・日に隣接する曜日

の利用も比較的多く見られ、これは山頂周辺の宿泊施設から剣山を訪れ、帰りに本路線を

利用する、いわゆる片道利用によるものと分析をしております。

一方、本年１０月９日から１１月７日にかけまして、週末限定で１０日間、剣山登山者

向けツアーバスの実証運行を行いました。このツアーバス「ひらめきバスツアー」は、コ

ロナ禍の影響が小さくなったこと、料金を格安に設定したこと、高松市から運行したこと

などの要因によりまして、予想を超える３８１名のご乗車をいただきました。

ツアーの際に実施したアンケート調査の一部集計では、好評価をいただき、またツアー

継続を希望するご意見も数多く寄せられておりまして、今後、より詳細な分析を重ね、利

用者ニーズを反映した交通手段の整備を図ってまいりたいと考えております。

◎２番（立道美孝議員）

議長、２番。

◎議長（林 茂議員）

はい、２番、立道美孝君。

［２番 立道美孝議員 登壇］

◎２番（立道美孝議員）

それぞれ丁寧なご答弁、ありがとうございました。

まず、１件目の地球温暖化に対する美馬市の対応では、カーボンニュートラルの意義と

動向及び本市の取組についてお答えをいただきました。

世界の平均気温を産業革命以前と比べ１.５度に押さえる努力をする昨年の２０５０年

カーボンニュートラル宣言を受け、２０３０年度温室効果ガスの削減目標値を２０１３年

度から５０％削減への高みを目指す方針が示されている。市役所として、節電や太陽光発

電の設置による電気使用量の削減に努めており、令和６年度排出量の目標値まで、あと７

９トンである。また、ＣＯ２の地下貯留や森林再生プロジェクトのカーボンオフセットの

方法があるとのお答えでございました。

「森林再生」という言葉がございましたが、美馬市は約８０％が森林でございます。林

野庁のホームページによりますと、管理されている３６年から４０年生の杉人工林では、

１ヘクタール当たり約１,０００本として炭素量約８２トンを木材が蓄えており、１年間

の吸収する二酸化炭素の量を炭素量に換算すると約２.４トンとされております。１世帯

当たりの年間ＣＯ２排出量は２０１７年度で約４.５トンであり、杉１５本が蓄えている

ことになり、吸収量に換算した場合は５０９本とされております。山林における吸収源と
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してのお話を少しさせていただきました。

カーボンニュートラルとは、温室効果ガスの排出量と吸収量が相殺されることであると

のお答えでございましたが、そのためにはＣＯ２排出量の抑制とＣＯ２の吸収量を増加さ

せることが必要であります。

そこで、美馬市として、ＣＯ２排出量を抑制するための取組とＣＯ２吸収量を向上させ

るための取組について、どのように取り組んでいかれるのかについてお伺いをいたします。

次に、２件目の美馬市権利擁護基幹センターの設置についてであります。

センターの設置の背景と概要について、お答えでは、高齢化社会が進展する中、国の示

す「認知症施策推進大綱」に基づき、美馬市での計画策定やセンター設置などの準備が進

められているというお話でございました。また、概要については、認知症などの理由によ

り、判断能力が不十分な方の権利や利益を守り、生活を支援していくための支援センター

であるとのご説明でございました。

そこで、もう少し踏み込んで具体的なことをお聞きいたします。

まず、美馬市の現状において、成年後見制度の利用状況はどのようになっているのか、

この数年の状況を説明していただいた上で、美馬市権利擁護基幹センターはどこに設置さ

れ、どのような活動をしていかれるのか、その具体的な機能についてお尋ねいたします。

また、高齢化がますます進展していく中、今後においてはセンターはどのような位置づ

けとなっていかれるのか、この２点についてお答えをいただきたいと思います。

３件目の人口急減地域への対策についてでございますが、特定地域づくり事業の事業開

始に向けたスケジュール、今後の取組、派遣労働者の確保についてお答えをいただきまし

た。徳島県に認定を受けた後、労働局に届出をし、派遣労働者の確保を行い、３月中に手

続を終えるとのことでございました。

事業開始に向け、順調に来ているようでございます。これまで地域の事業者では、労働

者の確保がなかなか厳しい状況が続いておりました。このことから派遣労働者の確保には

不安な部分もございますが、一つ一つ問題を解決していただき、４月に木屋平スプラウト

協同組合の事業が開始されることにより、地域の事業者の安定した事業継承が可能となり、

また移住者の増加による地域の活性化につなげられるよう、これからもご支援とご協力を

いただきますよう、よろしくお願いをいたします。

次に、地域公共交通についてであります。

廃止に至った経緯と数字的なことをお答えいただきました。住民サービスの向上を図る

ための選択であったと思います。

市長が所信で触れられておりましたが、地域おこし協力隊が１１月の１日、１６日に着

任し、今後、事業開始に向けて準備を始め、運送業は一般社団法人美馬交通協会への委託

が予定されているとのことでございました。これまで木屋平地域以外では、デマンドバス

方式で運行される美馬市ふれあいバスが市民の皆様の生活の足として定着しており、自宅

が出発点であることが大きな利点であり、市民の皆様から指示をいただいているものだと

考えます。

今後、新しい形態による移動手段がどのようになるのか不安になっておられると思いま



－５６－

す。現在、４月からの運行開始に向け、準備をしていただいておりますが、準備段階のた

め、確定的なご答弁はいただけないと思いますが、基本計画の基に調査を開始していただ

いていると思います。運行開始までのスケジュールと計画中の運行に関わる内容の詳細に

ついてご説明をいただければと思います。

次に、季節運行バス滝の宮・剣山線について、３年間の利用者数、平日と週末の違い、

また実証運行の結果についてご答弁をいただきました。

週末が多く、令和元年度、２年度よりも今年のほうが多いという答えでございました。

コロナウイルスの発生により、比較的安全とされる自然の多い地域には、多くの需要があ

ることが現れた結果になったのではないでしょうか。

実証運行は、コロナ禍によりバスの定員が制限されたことにより、受付ができなかった

部分もあるとお聞きいたしております。これまでは、出発点や時間の問題、乗り継ぎ等

様々な課題があり、ニーズはあるものの結果として利用につながらなかったものと考えま

す。今回の結果によりニーズはあることは判明したわけで、仮に運行ができない場合には、

他方に流れていくことにつながり、地域の損失も大きいと考えます。出発点や時刻、経由

地など、これまでと違った形で運行につなげることができれば、市内観光関連施設の利用

者の増加や地域経済の活性化につながるものと考えます。コロナウイルスによる自然回帰

指向の高鳴りで、豊かな自然を求める皆様が更に多くなることも考えられ、新たな形での

運行を行うべきと考えます。

そこで、剣山に行くためのバスの今後の対応についてお答えをいただきたいと思います。

ご答弁をいただき、質問をさせていただきます。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

２番、みま創明会、立道美孝議員からの再問のうち、私からは美馬市権利擁護基幹セン

ター設置についてのご質問にお答えさせていただきます。

まず、美馬市における成年後見制度の利用状況でございますが、徳島家庭裁判所のデー

タによりますと、令和３年１１月現在の利用者数は１５７人となっております。その中で、

市が状況を把握できているのは、市長が申立てしているケースでございまして、その件数

は平成２９年度及び３０年度では６件であったものが、令和元年度には１３件、令和２年

度には１８件と、年々増加している状況でございます。また、市に寄せられている成年後

見に関する相談件数も年々増加しており、平成２９年度に２３件であったものが、令和２

年度には１４０件となっております。

このような状況から、相談体制の強化や成年後見制度への十分な対応が必要であると考

えておりまして、美馬市では、美馬市権利擁護基幹センターを保険福祉部の長寿・障がい

福祉課内に設置する予定としております。また、法律関係などの専門的な相談支援などは、
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弁護士、司法書士などの方々が組織する団体に、市民後見人の養成事業などは市の社会福

祉協議会に、それぞれ委託をし、効果的な事業の推進を図りたいと考えております。

次に、権利擁護基幹センターの主な機能といたしましては、大きく分けまして四つござ

います。一つ目は広報機能でございます。成年後見制度の利用を促進するためには、制度

に対する理解が深まり、メリットが実感できる必要がありますので、広報紙などにより普

及啓発に取り組みます。二つ目は相談機能でございます。市民からの成年後見に関する相

談などに対応いたします。三つ目は成年後見制度利用促進機能でございます。後見人への

申立て支援、市民後見人への研修、家庭裁判所との連携強化などに取り組んでまいります。

四つ目は後見人支援機能でございます。必要に応じ、関係機関と連携し、ケース会議を開

催するなど、地域包括ケア、地域福祉ネットワーク等の既存のネットワークを活用しなが

ら、見守り体制を構築し、後見人支援を行います。

美馬市におきましては、これまでも養成講座を開講し、市民後見人の養成に積極的に取

り組んでおり、また成年後見制度の利用につきましても、県下でも高い実績を上げてきて

おります。

このような中、美馬市権利擁護基幹センターを設置し、このセンターが持つ機能を十分

生かしながら、取組の更なる強化を図ってまいりたいと考えております。

今後、高齢化に伴い、認知症高齢者等の増加が見込まれる中、介護サービスの利用を始

め、各種の契約締結が困難で、権利行使に支障が出るケースの増加や認知症高齢者が差別

的な扱いを受けたり、虐待など人権侵害を受けるケースの増加が懸念されます。

こうした中、美馬市権利擁護基幹センターが認知症対策の中核機関として、高齢者の尊

厳の保持の視点に立った活動を行うことで、市民の皆様が住み慣れた地域で自分らしく生

活できる環境整備につなげてまいりたいと考えております。

◎市民環境部長（伊内公一君）

議長、市民環境部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、伊内市民環境部長。

［市民環境部長 伊内公一君 登壇］

◎市民環境部長（伊内公一君）

次に、私からは、ＣＯ２排出量を抑制するための取組についてのご質問にお答えいたし

ます。

地球温暖化を防ぐためには、大気中への二酸化炭素放出を抑制するための環境対策が必

要でございます。

本市におきましては、環境施策の基本方針となる美馬市環境基本計画を平成２０年３月

に策定し、長期的視点に立って、環境保全に関する施策に取り組んでおり、現在は令和２

年３月に策定をいたしました第３次計画に移行し、対策を進めております。

本計画に基づき、自然エネルギーやバイオマスエネルギーの活用による省エネルギーの

推進、オゾン層を破壊する物質と更なるフロンガスの適正利用や、脱フロン化の推奨、更

には酸性雨の原因となる工場などからの排気ガスの抑制指導など、企業、団体を始め、市
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民の皆様にもご理解をいただきながら、地域社会での取組を推進しているところでござい

ます。

次に、新たな地域公共交通について、運行開始までのスケジュールと計画中の運行に関

わる内容の詳細についてお答えいたします。

運行開始に向けたスケジュールといたしましては、年内に地元住民へのニーズ調査、ま

た説明会を開催した後、利用会員の募集を開始いたします。続いて、年明けには、美馬市

地域公共交通会議を開催し、陸運局徳島支局へ道路運送法に基づく登録申請を行い、３月

に乗客を乗せた試験運行を実施いたします。

次に、想定をしております運行内容についてでございますが、現行のデマンドバスと同

様に自宅前で乗車していただき、穴吹・脇町内の目的地までの往復で送迎を行います。現

時点では週３日、午前・午後の往復２便の運行を想定しており、ニーズ調査後に詳細を決

定したいと考えております。

なお、料金につきましては、現行のバス料金を基準に設定したいと考えております。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

続きまして、私からは、ＣＯ２の吸収量を向上させるための取組についてお答えいたし

ます。

地球上の二酸化炭素循環の中では、吸収源として大きな役割を果たしているのが森林で

ございまして、森林を構成している一本一本の樹木は、光合成により大気中の二酸化炭素

を吸収するとともに、酸素を発生させながら炭素を蓄え、成長します。森林の有する機能

は公益的であり、森林を整備することは地球温暖化防止のみならず、水源の涵養機能や国

土保全機能の向上、更には地方創生や快適な生活環境の創出などにつながり、その効果は

広く、国民一人ひとりが恩恵を受けるものでございます。

これまで、森林を保全・整備するための施策として、山間部での無秩序な開発行為の防

止、治山林道事業などによる森林の流失防止や道路網の整備、また伐採後の植林の助成な

どにも取り組んできたところでございます。

こうした中、平成３０年５月に森林経営管理法が成立し、森林所有者が適切に森林の経

営管理を行わなければならないことが明確化され、できない場合は自治体が所有者からの

委託を受けて、管理を行うことが可能となりました。この新たな森林経営管理システムは、

間伐、皆伐、そして再造林という循環型の経営に適した森林や保全管理のみ行う森林など

に区別し、森林全体の適切な管理を行うものでございます。

伐採した木材を製品として有効活用することは、木材中に炭素を長期間にわたって貯蔵

することにつながり、地球温暖化防止に効果的であると言われております。

また、森林の循環サイクルを確立することで、需要者側へ木材を安定的に供給すること
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が可能になるなど、新たな雇用の創出や地域経済の活性化にも寄与することが期待されま

す。

短期間に大きな成果を生み出す取組ではございませんが、将来の脱炭素社会の実現に向

け、一歩一歩確実に取組を進めてまいりたいと考えております。

次に、季節バス滝の宮・剣山線の今後の対応についての再問にお答えいたします。

市営路線バス穴吹・木屋平線の見直しに伴い、季節バス滝の宮・剣山線につきましても、

路線バス形式での運行を見直す方向で調整しております。

しかし、議員のご指摘のとおり、ウィズコロナ時代を迎え、自然回帰志向の高まりから、

剣山登山への潜在的ニーズは高まりつつあることも事実でございます。そうしたニーズに

対応し、本市への更なる誘客につなげるためには、利便性の高い安全な交通手段の確保や

効果的なＰＲ活動を的確に行っていく必要がございます。それらの施策を丁寧に行い、観

光資源としての剣山を十分に活用してまいりたいと考えております。

今後、剣山までのバス運行を、登山客向けに特化し、運行時期を集客が見込める期間に

集約するほか、全体の運行コストを見直し、利用料金の設定などについての検討を行って

まいります。

これにより、利用の多い週末や秋の紅葉シーズンの来訪者ニーズへの対応を確保するほ

か、そのツアー日程に、中尾山高原やつるぎの湯大桜、木屋平特産物販売センターれいわ、

ブルーヴィラあなぶきなど、市内観光関連施設への立ち寄り行程を盛り込み、入り込み客

増加による相乗効果を図ってまいりたいと考えております。

剣山は、本市にとりましても誇りある観光資源でございます。そのポテンシャルを最大

限生かしながら、多くの方に楽しんでいただけますよう、交通手段を整備し、木屋平地域

を始め、市内全体の観光振興につなげてまいりたいと考えております。

◎２番（立道美孝議員）

議長、２番。

◎議長（林 茂議員）

はい、２番、立道美孝君。

［２番 立道美孝議員 登壇］

◎２番（立道美孝議員）

それぞれ丁寧なご答弁、ありがとうございました。

まず、質問項目２件目の美馬市権利擁護基幹センターの設置についてであります。

美馬市の現状とセンターの機能及び今後の取組についてお答えをいただきました。市内

における成年後見制度の利用は年々着実に増えてきており、ニーズの高まりが顕著に表わ

れていることから、センターの設置には大きな意義があり、ニーズに対応していくため、

重要な役割を果たしていくものだと思われます。

センターの機能として四つの機能があり、詳しく説明をいただきました。それぞれの機

能を十分に発揮していただき、誰一人取り残すことのない安心できる地域社会の構築が図

られるよう期待するものであります。そして、認知症の方も含め、高齢者が住み慣れた地

域で周りの方々との関わり合いを持ちながら、希望を持って生き生きと暮らせる社会の実
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現を切に願うものであります。

次に、３件目の人口急減地域への対策についてのご答弁でございます。

公共交通機関の運行開始までのスケジュールと運行内容についてお答えをいただきまし

た。大まかな運行内容については把握できたと思います。現在、地域おこし協力隊の方々

にニーズ調査を行っていただいておりますが、調査を踏まえ、利用者が安全で安心して利

用することができるよう、地域の皆さんの声を生かした計画の推進をお願いいたします。

また、料金についても現行のバス料金を参考にするとのお話でございましたが、できる

だけ低料金にしていただくことで、今後、免許返納を考えておられる方も早期の返納につ

ながり、高齢者の安全・安心につながるとともに、利用者の増加にもつながると思われま

す。地域おこし協力隊の方々のニーズ調査により、問題点を精査し、安全な運行と利用者

の利便性向上につながり、地域の皆様の生活の足として定着できますようお願いをするも

のであります。

次に、季節バス滝の宮・剣山線の今後の対応についてであります。

ニーズがあることから、登山に特化した運行で、期間を集約した検討をしていく。また、

市内観光施設への立ち寄りを盛り込み、入り込み客の相乗効果を図るとのお答えでござい

ました。

剣山は徳島県を代表する観光資源であり、美馬市にとっても大変重要であり、バスの運

行の継続は絶対に必要だと考えております。先にも述べましたように、コロナウイルスの

発生で自然の多い地域へのよさが更に見直されており、このことは調査によっても明らか

になっており、今回の運行の見直しは、ある意味ではチャンスなのではないでしょうか。

路線バスが廃止になったことにより、季節バスの単独運行が可能となり、登山に特化した

バスとして再開ができるようになります。「ひらめきバスツアー」でのアンケート調査を

精査し、利用者のニーズを反映した形で剣山へのバスの運行が早期に決定をしていただき

ますようご検討いただき、運行の再開により、観光関連産業や地域産業の活性化につなげ

ていただきますよう、強くお願いを申し上げます。

最後に、１件目の地球温暖化に関する美馬市の取組についてであります。

ＣＯ２排出量を抑制するための取組とＣＯ２吸収量を向上させるための取組についてお

答えをいただきました。

ＣＯ２の排出量抑制の取組として、第３次美馬市環境基本計画に沿い、自然エネルギー

等による省エネや排ガスの抑制指導により、地域全体で取組を推進している。ＣＯ２吸収

量を向上させるため、新たな森林経営システムで循環型サイクルを確立させることにより、

温暖化防止や災害防止に一歩一歩取り組むとのお答えでありました。

様々な施策推進で地球温暖化防止に向けた取組が行われていることは、承知をいたしま

したが、現状として地域全体での取組という点では、まだ深く浸透していないと考えます。

約６割が家庭関連との答弁もございました。今後、市民の皆様が安心して暮らすことがで

きる環境を実現するため、更に踏み込んだ取組が求められるものと考えます。

現在、徳島県内においては行動宣言を行った自治体は１市１町であります。

そこで、最後に再々問として、地域を挙げて温暖化対策に取り組んでいくため、美馬市
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として、温暖化対策に向けた行動計画の考えがあるのかについてお伺いし、みま創明会と

しての代表質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。

◎副市長（長江 哲君）

議長、副市長。

◎議長（林 茂議員）

はい、長江副市長。

［副市長 長江 哲君 登壇］

◎副市長（長江 哲君）

２番、みま創明会、立道美孝議員からの代表質問、再々問、地球温暖化に関する行動計

画の考えについてお答えをいたします。

昨年１０月の国による２０５０年カーボンニュートラル宣言を受けて以降、全国的には

将来にわたって住民が安心して暮らすことができる環境を実現するため、ゼロカーボンシ

ティを宣言する地方自治体が増えてまいりました。本年１０月２９日現在においては、４

０都道府県、４３９の市区町村が既に宣言をしている状況にございます。本県におきまし

ては、令和元年１１月に２０５０年温室効果ガス実質排出ゼロを宣言し、本年に入り、１

市１町がゼロカーボンシティ宣言を行っているところでございます。

このような情勢の中、限りある資源を有効活用し、ＣＯ２排出量実質ゼロとなる循環型

社会の実現に向け、本市といたしましても、他市町村の動向を見極めながら、ゼロカーボ

ンシティの宣言に向けて調査・研究をしてまいります。

◎議長（林 茂議員）

以上で、通告による代表質問は終わりました。これをもって代表質問を終結いたします。

ここで、１０分程度小休いたします。

小休 午後２時４２分

再開 午後２時５１分

◎議長（林 茂議員）

小休前に引き続き、会議を開きます。

次に、日程第３、市政に対する一般質問を行います。通告者は、配付の一般質問一覧表

のとおりでございます。通告は４件であります。

初めに、議席番号１５番、川西仁君。

◎１５番（川西 仁議員）

はい、１５番。

◎議長（林 茂議員）

１５番、川西仁君。

［１５番 川西 仁議員 登壇］

◎１５番（川西 仁議員）

私も一般質問を通告をさせていただいておりますので、一般質問を通告の順番どおり質

問をさせていただきたいなと思います。朝から代表質問、昼過ぎまでかかって大分お疲れ
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とは思いますが、簡単にぱぱっとやらせていただきたいと思いますので、お付き合いのほ

どをよろしくお願いをいたします。

通告内容につきましては３件あります。

まず、１件目にいたしましては、コロナ克服・新時代開拓のための経済対策についてで

ございます。要旨といたしましては、経済対策の内容、そしてまた行動制限緩和との関係、

そして、これに伴います本市の対応はいかなものかと、こういったところをお伺いしたい

と思います。

そして、次に２件目といたしましては、新型コロナワクチン接種についてでございます。

これにつきましても、内容といたしましては、これまでの接種状況、そして追加接種。こ

れは３回目の接種につきましての概要についてでございます。そして予約方法等、そして

また市としての進め方はどのようにやられているのか、順次お伺いをしたいと思います。

そしてまた、３件目といたしましては、水道施設についてでございます。この内容につ

きましては、水管橋の現状はどのようになっておられるのか、そしてこの水管橋に対しま

しての今後の対応につきましては、どのようにやられていかれるのか。そしてこういった

水道施設全体、こういった施設を踏まえての将来性についてをお伺いをしたいと思います。

まずは、コロナ克服・新時代のための経済対策についてお伺いをしたいと思います。

今、国の経済状況を見ますと、新型コロナウイルス感染症の影響によりまして、依然と

して厳しい状況であると思われ、そして感染の拡大が想定より長く続いたことによりまし

て、各機関による今年度の経済成長率の見通しにおきましては、下方修正が相次いでいる

と言われております。

また、新型コロナウイルス感染症におきましては、８月下旬以降、減少傾向に転じた新

規感染者数におきましては、足下では昨夏以降で最も低い水準となっており、本年の９月

をもちまして全国の緊急事態宣言及びまん延防止重点措置につきましては全て解除をされ、

行動制限におかれましても段階的に緩和している状況であります。

こういった状況を楽観することなく、感染拡大の可能性に備えて危機管理に万全を期す

とともに、この機を捉え、ウィズコロナの下で一日も早く通常に近い社会経済活動の再開

を図り、世界の経済が回復に向かうとみられる中、本経済対策を契機といたしまして、日

本が先進国の中で遜色のない成長を実現し、本格的にジャンプスタートを切っていくと。

こういった中身が国のコロナ克服・新時代開拓のための経済対策についての考え方という

ものでございますが、このコロナ克服・新時代開拓のための経済対策におきます経済対策

の内容、こういった内容についてを、どのようなものなんでしょうか。そういったところ

をお伺いをしたいと思います。

そしてまた、これらにおけます行動制限緩和との関係は、どのようなものになるのでし

ょうか。併せてお伺いをいたしたいと思います。

続きまして、新型コロナウイルスワクチンについてでございますが、この新型コロナウ

イルスにつきましては、大きな第５波が過ぎ、ご承知のように、現在は全国的にも感染者

数がかなり減少しておるところでございます。美馬市におきましても９月１３日以降、感

染者数ゼロが３か月近く続いている状況でございます。市民の日常生活も徐々に元に戻り
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つつあり、感染者症対策は継続しながらも人々の交流や経済活動が再開をでき、社会が明

るさを取り戻しているような感がございます。この原因の一つといたしましては、やはり

ワクチン接種の影響が大きかったのではないでしょうか。

ワクチン接種の状況といたしましては、全国では国民の約７７％の方が２回の接種を完

了されておるということで、諸外国と比べても高い接種率となっておる状況でございます。

ワクチンは高い有効率となっておりますので、やはり多くの方が接種をされ、接種率を上

げることが感染拡大防止のために重要でなかろうかとは思います。

そこでまずは、美馬市として接種率は現時点でどうなっているのかをお伺いをいたした

いと思います。年代別で２回完了している方の率でお答えをいただければと、このように

考えておりますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。

次に、水道施設についての水管橋についてでございますが、美馬市内におけます水道施

設につきましては、取水施設や貯水施設、導水施設、浄水施設、送水施設及び配水施設な

どがあり、これらの施設の環境が整った結果が水道事業の運営になろうかと思われます。

これらの施設は、水道管によってそれぞれの施設がつながっているものでありますが、水

源地より受給者まで水道管によって水道水が運ばれているのは、今更言うまでもないので

ございますが、こういったもので運ばれております。

１０月３日に和歌山市で水管橋落下事故が発生したものにつきましては、皆さんの記憶

にも新しいものではないでしょうか。

これは、和歌山市にある紀の川に架かっている水管橋が崩落をし、そこに架かっていた

大径９０センチメートル、そして水道管２本が折れ、これに頼っていた和歌山市の紀の川

以北の６万世帯の方々、１３万８,０００人への水道水の共有ができなかったというもの

でございました。こういった内容につきましては、他県他市のことでございますので、深

く触れるものではございませんが、こういったものが実際に美馬市が管理する中にもある

のではないでしょうか。

そこで、そういった中身をお伺いをいたしたいわけでございますが、美馬市が管理する

水管橋の現状についてをお伺いをいたしたいと思いますので、ご答弁のほど、よろしくお

願いをいたしたいと思います。

答弁により再問とさせていただきますので、ご答弁のほど、よろしくお願いをいたしま

す。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

１５番、川西仁議員からの一般質問のうち、私からは、国の経済対策の内容及び行動制

限緩和との関係についてのご質問にお答えをいたします。

まず、経済対策の内容でございますが、先月１９日の臨時閣議で決定をされましたコロ
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ナ克服・新時代開拓のための経済対策につきましては、新型コロナウイルス感染症への対

応に万全を期すとともに、新しい資本主義を起動させ、「成長と分配の好循環」を実現す

ることを目的として策定をされたものでございます。

この経済対策の規模は、対策の四つの柱ごとに「新型コロナウイルス感染症の拡大防

止」が２２兆１,０００億円、「『ウィズコロナ』下での社会経済活動の再開と危機管理の

徹底」が９兆２,０００億円、「未来社会を切り拓く『新しい資本主義』の起動」が１９兆

８,０００億円、そして「国民の安全・安心の確保」が４兆６,０００億円となっておりま

して、財政支出の総額は、５５兆７,０００億円でございます。

このうち「新型コロナウイルス感染症・拡大防止」の分野には、ワクチンの追加接種を

始め、売上げが減少した事業者に最大２５０万円を支給する事業復活支援金や住民税非課

税世帯に対する１世帯当たり１０万円の給付などが盛り込まれております。

一方、「社会経済活動再開」の分野には、Ｇｏ Ｔｏトラベルの再開やＧｏ Ｔｏイー

トの期間延長などが盛り込まれ、「『新しい資本主義』の起動」の分野のうち成長戦略には

「デジタル田園都市国家構想」の推進や最大２万円相当の「マイナポイント第２弾」が、

また、分野戦略には、看護、介護、保育、幼児教育などの現場で働く方の収入の引上げや

１８歳以下の子どもへの１０万円相当の給付などが、それぞれ盛り込まれております。

なお、１８歳以下の子どもへの給付のうち、中学生までの子どもに対する給付につきま

しては、年内に給付を開始できるよう国から求められており、先日ご可決いただきました

補正予算（第８号）に必要経費を計上し、現在、給付に向けた作業を行っているところで

ございます。

また、今回の経済対策の裏づけとなる国の令和３年度補正予算には、地方向けの交付金

として新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金６兆８,０００億円などが計上

されるとともに、国税収入の補正などに伴い、地方交付税につきましても増額をされてお

ります。

続いて、経済対策と行動制限緩和との関係についてでございますが、まず、行動制限に

つきましては、国の新型コロナウイルス感染症対策本部が１１月１２日に決定した全体像

において、感染拡大を防止しながら、日常生活や経済社会活動を継続できるよう、行動制

限の緩和の取組を進めることが示されました。

これを基に、１９日に基本的対処方針が変更され、緊急事態宣言やまん延防止等重点措

置の対象となった都道府県を含め、行動制限を緩和する方針が示されたところでございま

して、徳島県におきましても２１日に開かれた対策本部会議において、ワクチン・検査パ

ッケージや基本的な感染防止対策を前提に飲食、イベント、そして移動に関する制限につ

いて、それぞれ緩和することが決定をされました。

このうち飲食につきましては、人数制限や時短要請は行わず、酒類の提供も可能とされ

たほか、県をまたぐ人の移動につきましても基本的な感染防止対策を徹底した上で可能と

されたところでございます。

また、本市におきましても、翌２２日に開催した会議において、県の対策本部が決定を

した行動制限緩和の方針を確認するとともに、国の経済対策を最大限活用し、市民のため
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の市独自の対策を取りまとめるよう、市長から指示があったところでございます。

なお、行動制限の緩和に伴い、年末年始を含め、人の往来が増加することが予想されま

す。このため、新たな変異株であるオミクロン株への警戒を含め、基本的な感染防止対策

を改めて徹底するとともに、Ｇｏ Ｔｏトラベル事業の再開など、国の経済対策に呼応し

た市独自の対策を講じることにより、新型コロナの影響が長引く市内経済の回復につなげ

てまいりたいと考えております。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、新型コロナウイルスワクチン接種についてお答えさせていただ

きます。

これまでの接種状況でございますが、１２月１日現在で２回のワクチン接種が完了して

いる人は、市民全体の約８１.１％となっておりまして、国が掲げる「１１月末までに接

種率８０％」の目標を達成しております。また、年代別では、これにつきましても国が理

想的な接種率を掲げておりまして、６０歳以上では９０％とされているところ、本市にお

きましては９２％となっております。このほか５０歳代及び４０歳代では８０％のところ、

５０歳代が８７.８％、４０歳代が８６.４％、また３０歳代及び２０歳代では７５％のと

ころ、３０歳代、２０歳代ともに７９.９％となっており、全ての年代層において理想的

な接種率を上回っております。

なお、１２歳から１９歳につきましては、国は理想的な接種率を設定しておりませんが、

本市は７３.９％となっております。

接種率が他の年齢層と比べて少し低くなっているのは、１２歳の対象者につきましては、

これから誕生日を迎えて接種可能となる方がいるためでございまして、１０代の接種率は

年度末に向けて徐々に上昇するものと見込んでおります。

このような高い接種率で推移しておりますのも、市民の皆様のご理解と医療機関関係者

の皆様のご協力のおかげでございまして、この場をお借りいたしまして、改めて感謝を申

し上げます。

◎水道部長（西野佳久君）

議長、水道部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、西野水道部長。

［水道部長 西野佳久君 登壇］

◎水道部長（西野佳久君）

続きまして、私からは、水管橋の現状についてのご質問にお答えをいたします。

水管橋とは、水道管が河川や水路などを横断する際に、送水用として用いられる橋であ
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り、道路橋に付設する橋梁添架管と水道管単独で橋梁構造を形成する独立水管橋がありま

す。

今年の１０月に崩落事故が発生した和歌山市の六十谷水管橋は、アーチ状ランガー補剛

形式の独立水管橋であり、建設後４６年が経過したものであります。

市が管理する独立水管橋といたしましては、六十谷水管橋とは形式が異なりますが、美

馬町の鍋倉谷川架かる鍋倉水管橋があります。この水管橋は平成７年度に建設されたもの

でありまして、三角トラス補剛形式で、全長５２.３メートル、送配水管の口径３００ミ

リメートルの２条配管で構成されたものとなっております。

点検につきましては、公益社団法人日本水道協会が定める水道維持管理指針に基づき、

年１回目視により実施をしております。

◎１５番（川西 仁議員）

議長、１５番。

◎議長（林 茂議員）

はい、１５番、川西仁君。

［１５番 川西 仁議員 登壇］

◎１５番（川西 仁議員）

はい、各質問に対しますご答弁、ありがとうございました。

それでは、お答えをいただきましたので、再問のほうへ順次入らせていただきたいと思

います。

まず、コロナ克服・新時代開拓のための経済対策についてでございますが、国の経済対

策の内容につきましては、新しい資本主義を起動させて、「成長と分配の好循環」を実現

させることを目的に策定されたもので、四つの柱ごとに予算を分配したもの、これが財政

支出の総額が５５兆７,０００億円、こういったものでございました。そして四つの柱と

は、まず１点目で「新型コロナウイルス感染症拡大防止」、そして２点目で「『ウィズコロ

ナ』下での社会経済活動の再開と危機管理の徹底」、３点目におきましては「未来社会を

切り拓く『新しい資本主義』」、４点目といたしまして「国民の安全・安心の確保」、こう

いったものでございました。これら四つの柱を軸といたしましたものの中身の進め方で、

ワクチンの追加接種や事業復活支援金、またＧｏ ＴｏトラベルやＧｏ Ｔｏイート、そ

して「デジタル田園都市国家構想」の推進など、こういった施策に取り組む、こういった

ものでございました。

そして、これら経済対策にて、行動制限緩和との関係につきましては、まず国が感染拡

大を防止しながら、日常生活や経済社会活動を継続できるよう、行動制限の緩和の取組を

進めるものが示され、これを基にいたしました徳島県が、まず移動に関する制限を緩和を

し、美馬市もこれらに基づいた市独自の経済対策を進めようと、こういったものでござい

ました。

国のコロナ克服・新時代開拓のための経済対策についての内容、それに関わる行動制限

緩和との関係が今、ようやく理解ができてきたところではございますが、これらを基にい

たしました本市の対応、こういったところはどのようになっていくのでしょうか。再度お
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伺いをしたいと思います。

続きまして、新型コロナワクチン接種につきましてでございますが、新型コロナワクチ

ン接種につきましては、現在の接種率についてお答えをいただいたところでございます。

市民全体といたしましては、８１.１％の方が接種済みということで、全国の数値と比

べましても非常に高い接種率であると思われます。また、年代別におきましては、どの年

代においても国が示す理想的な接種率を上回る接種率であり、関係者の皆様のご尽力に心

より敬意を表するところでございます。

さて、ワクチン接種につきましては、一定の効果が認められているものの、接種を開始

をしてから１０か月近くとなり、この間、ワクチンを２回接種した後、２週間以上たって

から感染される、いわゆるブレークスルー感染、こういったところの報告が多く寄せられ

ております。また最近では、オミクロン株、こういったいわゆる変異株。こういったもの

が世界に徐々に。徐々にというか急速に広がりつつありますが、ワクチンの有効性が懸念

されているところでございます。

そのような中、国により３回目の追加接種の実施が決定をされ、先ほどの市長の所信に

もございましたが、美馬市内の医療従事者の方には今月から接種が開始されておるそうで

ございます。現段階では、医療従事者の方が対象であるということでございますが、一般

の市民の方につきましてはいつから接種できるのか、不安を感じられていらっしゃる方も

おいでになるんじゃないでしょうか。

そこでお伺いをいたしますが、追加接種につきまして、どのようなスケジュールで進ん

でいくんでしょうか。また、対象や接種体制、ワクチンの種別はどのようになるのでしょ

うか、その概要につきまして具体的にお答えをいただきたいと思います。

もう１点、水道施設についての水管橋でございますが、美馬市が管理する水管橋の現状、

こういったところにつきましては、旧美馬町の鍋倉谷川に架かる鍋倉水管橋があり、平成

７年の建設で、全長５２.３メートル、送配水管の口径につきましては３０センチメート

ルの２条配管、こういったもので、点検につきましては年１回の目視によられる点検を行

っているというようなご答弁であったかのように思います。

美馬市におきましても、和歌山市のものとは形式は異なりますが、そういった水管橋が

あり、それらを目視による点検を行っている、こういったものでございましたが、和歌山

市での点検目視につきましては、近接目視を実施していなかったので、実際の腐食の進行、

そして破断が見落とされ、橋の崩落につながった可能性があると、こういったように言わ

れておりますが、こういったものにつきましてはどのように考えられているのでしょうか。

また、鍋倉水管橋は平成７年度の建設というものでございましたが、これらのものを踏ま

えまして、再度お伺いをいたしたいと思いますが、美馬市における水管橋の今後の対応に

つきまして、こういったものをどのように行っていかれるのかを再度お伺いをいたしたい

と思いますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。

再問の質問によりましてのご答弁によりまして、再々問とさせていただきますので、よ

ろしくご答弁のほどをお願いをいたしたいと思います。

◎企画総務部長（吉田正孝君）
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議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

１５番、川西仁議員からの一般質問、再問のうち、私からは、国の経済対策や補正予算

を受けた本市の対応についてのご質問にお答えをいたします。

国の経済対策の裏づけとなります令和３年度補正予算に計上されました各府省所管の補

正予算につきましては、現在、市の各担当部局において鋭意、情報収集に当たっていると

ころでございまして、市といたしましても、できる限り速やかに補正予算を編成し、国と

同様、令和４年度当初予算と一体的に執行し、早期に効果を発揮できるよう準備を進めて

まいります。

なお、国の補正予算には、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金が約６兆

８,０００億円計上されており、このうち１兆２,０００億円については、地域の実情に応

じて、必要な事業を実施できる地方単独分として措置することとされているほか、岸田内

閣の目玉政策とされるデジタル田園都市国家構想関連の交付金につきましても、６６０億

円が計上されております。

また、今回の補正予算を受け、地方交付税につきましても１兆９,７００億円が増額交

付されることとされましたが、このうち臨時財政対策債を償還するための基金への積立て

に充てることとされた１兆５,０００億円を除く、４,７００億円につきましては、地域の

経済対策に活用することが可能となっております。

このため、市といたしましても、増額交付される地方交付税と地方創生臨時交付金とを

一体的に活用し、地域経済の活性化に取り組むとともに、デジタル田園都市国家構想関連

の交付金の交付要件等を確認しつつ、国の施策と歩調を合わせ、デジタル化にも取り組ん

でまいりたいと考えております。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、新型コロナウイルスワクチンの追加接種、３回目接種の概要に

ついてお答えさせていただきます。

１回目、２回目のワクチン接種につきましては、１２歳以上の方が対象とされておりま

したが、追加接種につきましては、臨床試験等の結果から、現段階では２回目の接種が完

了している１８歳以上の方が対象とされております。

追加接種の時期につきましては、原則として２回目の接種を完了してから８か月の経過

後とされておりますので、最も早い対象者は４月末までに２回目の接種を完了した医療従
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事者の方が中心で、既に接種が開始されております。続いて５月末までに２回目の接種を

完了した医療従事者の方や６５歳以上の高齢者の方というように、２回目の接種完了後、

８か月が経過された方から順に接種をしていただくことになります。

なお、現在、国において新しい変異株であるオミクロン株の感染状況や、ワクチンの効

果などを考慮し、接種時期を前倒しすることが検討されているようでございますので、市

といたしましても、国の動向を注視し、対応してまいりたいと考えております。

次に接種体制につきましては、こちらも１、２回目と同様に医療従事者等は施設内接種

と医療機関における個別接種を併用し、高齢者や基礎疾患をお持ちの方は医療機関におけ

る個別接種を、一般の方は医療機関における個別接種と市が運営する集団接種の併用で、

それぞれ実施する予定としております。

次に、ワクチンの種別につきましては、「メッセンジャーＲＮＡワクチン」であるファ

イザー社製ワクチン及び武田モデルナ社製ワクチンを使用することが国により示されてお

りまして、今回は１、２回目と異なるワクチンを接種することが可能となっております。

今後、市民の皆様には、接種券及び接種案内等を接種時期に合わせて段階的に送らせて

いただくこととしておりまして、重症化リスクの高い方や職業上の理由等によりウイルス

感染リスクの高い方を始め、より多くの方に接種していただくよう、広報などにより周知

を図ってまいりたいと考えております。

◎水道部長（西野佳久君）

議長、水道部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、西野水道部長。

［水道部長 西野佳久君 登壇］

◎水道部長（西野佳久君）

続きまして、私から、水管橋の今後の対応についての再問にお答えをさせていただきま

す。

和歌山市での水管橋事故発生後、本市の鍋倉水管橋につきまして、緊急の点検を実施い

たしました。この点検では、水道管の各結合部分や空気弁の漏水の有無、本体部分の塗装

の状態などを確認いたしましたが、その結果、特に異常は認められませんでした。

水管橋の法定耐用年数は、４８年とされております。

鍋倉水管橋は、建設後２６年であり、耐用年数の到来にはまだ２０年余りの年数があり

ますが、今後につきましては、職員による目視による点検だけではなく、今回の事故のよ

うな断水被害の防止や、災害対策を推進する観点からも専門家による点検を導入すること

で、より適正な維持管理に努めてまいりたいと考えております。

◎１５番（川西 仁議員）

１５番。

◎議長（林 茂議員）

１５番、川西仁君。

［１５番 川西 仁議員 登壇］
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◎１５番（川西 仁議員）

はい。各再問によりますご答弁、ありがとうございました。

それでは、それに基づいて、再々問に入らせていただきたいと思います。

まず、コロナ克服・新時代開拓のための経済対策についてでございますが、国の経済対

策や補正予算を受けた本市の対応につきましては、国と同様に令和４年度当初予算と一体

的に執行をされ、早期効果が発揮できるよう進めるというもので、その中身といたしまし

ては、地域の実情に応じて必要な事業を実施できる地方単独分として措置するものや、デ

ジタル田園都市国家構想関連交付金が計上をされているもので、これらを受け、地方交付

税が増額されるもののうち臨時財政対策債を償還するための基金への積立て分を除きまし

たものを経済対策に活用し、地域経済の活性化を図るものとデジタル化を進めたいという

ものでございました。

これらが本市の対応というものに理解ができたものでございますが、これら交付金の活

用に向けた今後の進め方やスケジュールについて、この辺りを最後にお伺いをいたしたい

と思います。

続きまして、新型コロナウイルスワクチン接種についてでございますが、この新型ウイ

ルスワクチン接種につきましては、追加接種についてお答えをいただきました。２回目接

種後、８か月経過以降から接種の対象となり、まずは医療従事者の方へ１２月から開始を

していること、その後２回目接種の完了時期に応じて対象者に順次案内をしていただける

というものでございました。

また、接種体制につきましては、対象者ごとに１、２回目接種と同様の体制となり、ワ

クチンにつきましては、「メッセンジャーＲＮＡワクチン」であるファイザー社製ワクチ

ン及び武田モデルナ社製ワクチンを使用することが国より示されていることなどをお答え

をいただいたところでございます。基本的に接種順位や接種体制など、１、２回目接種と

同様になることなどが分かり、市民の方々につきましても安心をされるのではないでしょ

うか。

しかし、１、２回目接種の際には、特に６５歳以上の高齢者の方で予約が取りにくかっ

た、こういった問題があったかと思います。今回も限られたワクチンを有効に使用しなけ

ればならないことから、予約制になる。こういったところが思われますが、コールセンタ

ーがつながりにくいなど、電話をかけることが困難であるか、そのような問題に対しまし

ては、今回はどのように取り組んでいかれるのでしょうか。また、交通手段がない方につ

きましては、今回においても１、２回目接種と同じようにタクシーが利用できるのでしょ

うか。その２点について、最後にお伺いさせていただくとともに、追加接種におきまして

も接種がスムーズに完了するよう準備を整えられ、市民目線に立ったご対応をお願いをい

たしまして、これを最後の質問とさせていただきます。

続きまして、水道施設の水管橋につきましてでございますが、水管橋の今後の対応につ

きましては、今回の事故発生後、既に緊急の点検を行っていただき、異常の有無を調べた

というものでございました。また、耐用年数におきましてはまだあるということでござい

ましたが、今回の事故を受けてしっかりと整備点検を重点的にやっていただきたいと、こ
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のようにお願いをしたいところでございます。

水道施設は、この水管橋だけではございません。例えば、送水管、そして配水管につい

ても耐用年数を超えるものも多々出てくるのではないでしょうか。また、現在、進められ

ております水道管の耐震事業につきましても、まだまだ先は長く、全てが終了するに至っ

ては、莫大な費用と長期の期間がかかると、このように考えられるところでございます。

そこで、施設全体を踏まえました将来について、これだけの事業を実施し、施設の管理

運営をするためには、今日までいろいろなお金を使ってやってこられたのではないでしょ

うか。これらの対応につきましては、非常に難しかっただろうと考えられるわけでござい

ます。

そこでお伺いをいたすわけでございますが、例えばこういった施設を踏まえた広域連携

や共同事業、また民営化や民間委託など、将来を見据えたものを検討してはどうでしょう

か。こういった辺りを最後にお伺いをして、私の１２月の一般質問を終わらせていただき

たいと思いますので、最後までご答弁のほどをよろしくお願いをいたします。

◎副市長（加美一成君）

議長、副市長。

◎議長（林 茂議員）

はい、加美副市長。

［副市長 加美一成君 登壇］

◎副市長（加美一成君）

１５番、川西仁議員からの再々問のうち、私からは、コロナ克服・新時代開拓のための

経済対策についてお答えをさせていただきます。

交付金の活用に向けた今後の進め方、スケジュールについてでございますが、新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金のうち地方単独分１兆２,０００億円の配分額

につきましては、補正予算成立後、速やかに示されることとされております。

こうしたことから、本市といたしましては、臨時国会会期末である今月２１日以降、直

ちにオミクロン株の拡大なども念頭に置いた感染防止対策と市内経済の力強い回復に向け

た経済対策の二つを柱とした補正予算の編成に着手し、年末年始を挟んでこの作業を進め

てまいりたいと考えております。

なお、デジタル田園都市国家構想関連の交付金につきましては、交付要件などが示され

る時期が明らかにされておりませんが、このうち推進交付金２００億円につきましては、

「デジタル実装」を一気呵成に進め、デジタルを活用した地域の課題解決や魅力向上を図

ることが交付金創設の目的とされております。

市といたしましても、地域課題解決に資するこうした交付金を活用に向けまして、引き

続き情報収集に努めるとともに、令和４年度予算での対応を含め、検討を行ってまいりま

す。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）
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はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、新型コロナウイルスワクチン追加接種の予約方法と進め方につ

いてお答えいたします。

まず、追加接種の予約方法についてでございますが、議員ご指摘のとおり、６５歳以上

の方への初回の申込みの際は予約が取りにくい状況が続き、大変ご迷惑をおかけいたしま

した。５月からの予約再開時以降は予約方法を改善したことで、その後の大きな混乱はな

かったと把握しております。

その実績を追加接種の予約にも反映し、接種間隔が原則８か月以上と決められているこ

とから、接種券を段階的にお送りすると同時に、コールセンターに加え、インターネット

による受付を実施することとしております。

また、特に６０歳以上の方や基礎疾患をお持ちの方には、これらの予約方法に加え、臨

時窓口の開設や市に接種日時をお任せいただく方法など、市民の皆様がご自身に合った方

法で予約できるよう様々な手段を検討しているところでございます。

次に、交通手段がない方へのタクシーの利用につきましては、今回におきましても１、

２回目接種時同様、１人片道３００円で利用できる乗り合いタクシーの運行を行う予定で

ございますので、是非ご利用いただきたいと考えております。

追加接種を希望される全ての方に、速やかにかつ確実に実施できますよう取り組んでま

いりますので、引き続き市民の皆様のご理解と関係者の皆様のご協力をお願い申し上げま

す。

◎水道部長（西野佳久君）

議長、水道部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、西野水道部長。

［水道部長 西野佳久君 登壇］

◎水道部長（西野佳久君）

続きまして、私から、水道施設全体を踏まえての将来についての再々問にお答えをいた

します。

水道事業の広域連携につきましては、県の主導により、県内市町村を三つのブロックに

分けて検討会が開催されており、本市は三好市とつるぎ町、東みよし町の２市２町で構成

された西部ブロックとなっております。

西部ブロックでの検討会では、施設の統廃合は地形的な問題もあり、難しいという意見

がある一方、給水人口の減少に伴い、水需要が減少する見通しの中、広域連携することで

少しでも経費の削減に努めるべきという意見もあり、今後取り組むべき課題などについて

引き続き協議を行っていくこととなっております。

水道は、市民生活に欠かせないライフラインでありますが、本市におきましても給水人

口の減少や老朽化した施設の維持更新など、近隣市町と同様の課題を抱えております。
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本市の水道事業の方向性につきましては、今後、見直しを予定をしております美馬市水

道ビジョン及び美馬市水道事業経営戦略を策定する中で、しっかりと検討してまいりたい

と考えております。

◎議長（林 茂議員）

ここで、１０分程度小休いたします。

小休 午後３時４０分

再開 午後３時５０分

◎議長（林 茂議員）

小休前に引き続き、会議を開きます。

次に、議席番号１番、田中みさき君。

◎１番（田中みさき議員）

議長、１番。

◎議長（林 茂議員）

はい、１番、田中みさき君。

［１番 田中みさき議員 登壇］

◎１番（田中みさき議員）

朝から長時間になっていますが、議長から質問の許可をいただきましたので、一人会派

の一般質問にもう少しだけお付き合いください。

師走に入り、令和３年のカレンダーも最後の１枚となりました。今日から中学２年生の

娘が２泊３日で広島・香川方面へ平和学習を兼ね、修学旅行に出かけました。体調を崩さ

ないか、忘れ物をしていないだろうかと要らぬ心配をしますが、今頃、大和ミュージアム

に着いて見学しているでしょうから、私は仕事に集中したいと思います。

それでは、１２月議会の一般質問に入りたいと思います。

まず、１件目、通学路の安全対策についてお尋ねします。

今、冒頭でも触れましたが、子どもの成長過程において、乳幼児期、学童期の小学校低

学年、小学校高学年、青年前期の中学校、青年後期の高等学校とまた大学。幾つになって

も親や家族が子どものことを心配するのは当たり前で、心配の仕方は個人差があると思い

ますが、それぞれの時期においての健康面であるとか学習面のほか、学校や職場での環境

や人間関係など心配事は尽きないものです。小さい時は少し熱が出ただけでも心配ですし、

少し大きくなって行動範囲が広くなると、家に帰ってくるまで心配。もう少し大きくなれ

ば、スマホやタブレットばかりで勉強は大丈夫だろうかと。学校に行きたくないと言えば、

いじめられていないだろうか、友達と仲良くしているのか心配したり、帰宅時間が遅くな

れば何かあったのかと心配です。離れて暮らすようになれば、しばらく会わなかったり、

連絡がないときちんと食事をしているのか、元気で過ごしているのかと心配します。かと

いって、過剰に心配したり、過保護になり過ぎても、子どもとの距離や関わり方など、子

育てをしていたら悩んだり、不安に思ったり、反省したり、学んだりといろいろです。も

ちろん子育てに限らず、家族、夫婦、親子、友人関係においても誰しもがそういった心配
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や経験をしながら過ごしているのではないでしょうか。

中でも安全面において、交通事故に関しては共通して皆さんが心配されるのではないで

しょうか。子どもも大人も関係なく、家から一歩出れば、事故に遭うリスクはあるわけで、

常に口に出して、慌てて出かける子どもには「気をつけて行ってよ」、高齢の両親には

「運転、気をつけてよ」とか、お客さんが帰られる時には「気をつけてお帰りください」

など、声かけを皆さんされているのではないでしょうか。

しかしながら、現代の車社会において、高齢者の交通事故、生活道路での自転車事故も

増加傾向にあるそうで、中でも登下校中の子どもたちを巻き込んだ痛ましい交通死傷事故

は後を絶ちません。千葉県での下校中の事故を受け、更なる安全対策を講じるため、文部

科学省、国土交通省、警察庁の３省庁により、幹線道路の抜け道、大型車の進入が多い箇

所、ヒヤリ・ハット事例があった箇所、市町村への改善要請があった箇所等について、再

度安全対策を確認する必要があることが示されていると思います。

子どもが遭遇する通学路の危険といえば、車やバイク、自転車などによる交通事故が挙

げられます。車と歩行者の距離が近くなるほど接触事故が発生する可能性は高まるため、

危険です。歩道が狭く、人が車道にはみ出しやすい道路や登下校の時間帯に時間規制が行

われていない通学路も子どもの交通事故が増える原因と言われます。また、ガードレール

がない歩道なども車に巻き込まれるなどの可能性もあります。

このような危険な通学路の場合、子どもには車道にはみ出さないこと、車の動きに注意

することなど、何度も繰り返し気をつけるように伝えています。しかし、子どもらが、歩

行者が幾ら気をつけていても、今言ったような危険箇所においては重大な事故につながる

可能性もあります。子どもたちが安全に登下校できるように、また家族や学校の先生方が

少しでも安心して登下校の際、見送ることができるような環境を整備することが必要であ

ると思うのですが、美馬市としては通学路の点検、安全確保のためにどのような取組をさ

れているのかお尋ねします。

次に、件名２の空き家対策についてお尋ねします。

今、全国各地において、人口減少、核家族化、高齢化が進み、特に中山間地域では若い

世代の都市部への人口流出などにより空き家が増加傾向にあるようです。所有者が適切に

管理している場合は問題ないのですが、最近は長期にわたり放置されている空き家も多く

見かけるようになってきたのではないでしょうか。

その一方で、近年、転出先からふるさとに戻る人・Ｕターンや都市部から地方への移住

者・Ｉターンも増加傾向にあるとも言われています。全国の空き家を活用した事例などを

見ていますと、活用が可能な物件においては古民家などを再生しての店舗や民泊の経営、

シェアハウスといった利用であったり、最近はコロナ移住とも言われ、地方移住、テレワ

ークなど、よりよい環境を求めて移住への関心も若い世代で高まっているといった調査結

果もあるようです。所有者自身が利用する場合や賃貸として家賃収入を得るなど、空き家

の有効活用も見受けられます。

そこで、美馬市における空き家等の実態把握についてお聞きした後、再問させていただ

きたいと思います。
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最後の３件目、家庭ごみについてお尋ねします。

一般的に家庭から出されるごみは、大きく分けて燃えるごみ、燃えないごみ、資源ごみ、

粗大ごみに分類されていると認識しているところです。もう少し細かく言えば、燃やせな

いごみのほか、資源ごみとしてプラスチック容器包装、ペットボトル、空き瓶、空き缶、

紙類と収集日が決められていて、分け方、出し方については、各家庭に配布されている家

庭ごみの分け方、出し方早見表に更に詳しく記載されているようです。これから年末にか

けての大掃除などで家庭ごみの持込みも多くなると思いますが、粗大ごみについては原則

として自己搬入となっていて、土日祝祭日、年末年始を除く平日の朝９時から夕方４時の

間にクリーンセンター美馬に持っていけば、処理してもらうことができるようですし、ど

うしても困難な場合は、市役所又はクリーンセンター美馬の受付で申込み、処理手数料を

支払うなどの手続をすれば、収集も可能になっているようです。

今回、一般質問するに当たり、質問内容の確認の際、担当部局の職員の方、また理事者

側からの説明の中で気付いた点も多くあり、勉強もさせていただきました。こうした家庭

から出るごみの収集運搬については、決められた分別方法で、決められた曜日に、決めら

れた場所に置いておけば、ごみ収集運搬車で取りに来て、処分してくれる。それが当たり

前のような感覚になっている市民の１人でした。今定例会開会日の市長からの所信の中で、

「未来のために！市民と行政がともに進める持続可能なまちづくり」において、一般廃棄

物収集運搬の一部民間委託ということで、従業員の雇用の確保や収集運搬車の調達など、

移行に向けた準備を進められているとのこと。今後、民間事業者ならではの経験やノウハ

ウを積極的に取り入れ、更なる市民サービスの向上や将来的な財政負担の軽減につながる

よう、民間活力の活用に取り組まれるといった内容の説明であったかと思われます。

そこで、一般廃棄物収集運搬の一部民間委託ということで、今後は家庭から排出される

ごみの分類や出し方のルール、指定ごみ袋についても従来どおりなのか。集積場所、回数、

収集ルート、時間等に変更はないのかなど教えていただけたらと思います。

以上３点について、ご答弁いただいた後、再問させていただきたいと思います。

◎副教育長（大泉勝嗣君）

議長、副教育長。

◎議長（林 茂議員）

大泉副教育長。

［副教育長 大泉勝嗣君 登壇］

◎副教育長（大泉勝嗣君）

１番、田中みさき議員からの一般質問のうち、私からは、通学路の点検、安全確保のた

めの取組についてのご質問にお答えをいたします。

教育委員会におきましては、美馬市通学路交通安全プログラムにより、児童生徒の通学

路の点検と安全確保の対策を進めております。

この交通安全プログラムの概要を申し上げますと、毎年、夏休み前に各学校で、交通面

だけでなく、防犯面の課題も含め、保護者の皆様の協力を得て、通学路を確認していただ

き、危険箇所のリストを作成いたします。次に、このリストを基に、警察や道路管理者で
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ある国土交通省、徳島県、本市の道路担当課のほか、交通安全対策担当課などの関係機関

と学校、ＰＴＡが危険箇所の合同点検を行います。その後、点検箇所の対応方針を通学路

安全推進連絡協議会において協議し、検討された方針に沿って具体的な対策を行います。

本年度の交通安全プログラムの状況といたしましては、１３か所の危険箇所の合同点検

を行った後、それぞれの箇所への対応について関係機関が詳細な調査を行うとともに、検

討結果を持ち寄り、通学路安全推進連絡協議会において対応方針が決定されました。

なお、安全対策といたしましては、カーブミラーや防犯灯、ガードレールの設置など、

ハード面の対応が可能な箇所もございますが、土地の形状や関係法令上、物理的対応が難

しい箇所もありますので、この場合は学校での啓発の継続や警察による交通指導などソフ

ト面の対応を関係機関へ周知し、通学路の安全の向上に努めております。

◎美来創生局長（篠原孝志君）

議長、美来創生局長。

◎議長（林 茂議員）

篠原美来創生局長。

［美来創生局長 篠原孝志君 登壇］

◎美来創生局長（篠原孝志君）

私からは、空き家の実態把握についてお答えをいたします。

総務省統計局による平成３０年住宅・土地統計調査によりますと、全国の空き家数は４

８万９,０００戸と過去最多となり、全国の住宅の１３.６％を占めております。

一方、本市の空き家数は４,０９０戸で、全住宅の２６.２％となっており、少子高齢化

や人口減少の進展などにより、今後ますます増加することが予測されております。

こうした中、本市におきましては、現在、脇町小星地区に移住交流センターを設置し、

空き家の利活用の推進に取り組んでいるところでございます。

この運営につきましては、空き家対策の先駆的事業者であり、多くの市町村業務の実績

があるＮＰＯ法人空き家コンシェルジュに業務委託を行い、空き家利用希望者や所有者か

らの相談、利用の仲介など、事業を実施しているところでございます。

平成２９年１０月に同センターを設置して以降、空き家バンクの運営やＳＮＳによる情

報発信などにより、本年１１月までの空き家に関する相談件数は、利用希望者から６１３

件、所有者から２５３件の合計８６６件となっております。

また、この間、空き家の利用の成約に至った件数は４９件となっており、そのうち４２

人の方が本市に移住をしていただいている状況でございます。

◎市民環境部長（伊内公一君）

議長、市民環境部長。

◎議長（林 茂議員）

伊内市民環境部長。

［市民環境部長 伊内公一君 登壇］

◎市民環境部長（伊内公一君）

続きまして、私からは、ごみ収集運搬の民間委託についてのご質問にお答えいたします。



－７７－

家庭から排出されるごみの収集運搬につきましては、木屋平地区は既に民間委託を行っ

ておりますが、それ以外の地区につきましては、令和４年４月より、ごみ収集運搬の一部

であります可燃ごみについて、民間事業者へ業務を委託いたします。

委託事業者につきましては、本年８月に実施いたしました公募型プロポーザル方式によ

る業者選定で、最優秀提案者となりました三好市に本社を置きます株式会社明和クリーン

に決定し、９月１日に契約を行いました。

現在、民間委託に向けて、移行準備を行っているところでございますが、ごみの分別や

指定ごみ袋につきましては現行のとおりでございます。また、ごみ集積場所や収集ルート、

収集時間につきましても、現行のとおり引き継ぐこととしております。

市民の皆様には、これまでと同様に、ごみの適切な分別と排出にご協力をお願いしたい

と考えております。

◎１番（田中みさき議員）

議長、１番。

◎議長（林 茂議員）

はい、１番、田中みさき君。

［１番 田中みさき議員 登壇］

◎１番（田中みさき議員）

それぞれにご答弁、ありがとうございました。

今、ご答弁いただいたように、安全確保の対策として、各学校で保護者の協力を得て、

通学路を確認していただき、危険箇所のリストを作成し、通学路安全推進連絡協議会にお

いて協議し、検討、対策を行っていただいているとのことで、私も中学校のほうから通学

路のアンケート調査があり、危険箇所等を書いて提出しました。

ご答弁いただいた今回の１３か所の危険箇所ですが、合同点検を行った後、関係機関で

調査していただき、決定された対応方針の中にアンケートに記入した箇所がどのくらい含

まれているかどうかを確認したいので、できればアンケートの結果報告であるとか、通学

路の点検結果、実施報告等をいただけるとありがたいです。

美馬地区においては小学校、中学校、認定こども園が隣接しているため、通学路におい

て徒歩通学の小学生と自転車通学の中学生、またスクールバス、認定こども園の送迎の車

がほぼ同時刻に登校、登園する状況が見受けられます。そういったことから、保護者とし

ても危険箇所を報告する。一方通行でなく、改善できている箇所、様々な事情で改善でき

ていない箇所など結果報告いただけることで、通学路の安全への意識向上にもつながりま

すし、危険箇所が改善されない場合には、更に注意喚起を促すこともできます。歩行者を

守るためのポールであるとか、カーブミラー等については、比較的早く対策していただい

ているようですが、通学路の道路の整備等、すぐには地域からの要望どおり対応ができな

い箇所がほとんどではないかと思います。三島小学校につながる歩道橋も何年もかかった

とお聞きしております。保護者や地域の要望がかなうまでは、子どもの安全は学校での啓

発や交通安全教室などのほかに、地域での見守り、スクールガード、ボランティア団体等

の人的資源に頼るしかありません。
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そこで、通学路における地域による安全対策については、どのような取組があるのかお

答えいただけたらと思います。

続いて、空き家については、今、お答えいただいたように、移住交流センターでの空き

家バンクを活用したり、先ほども言いましたが、所有者が責任を持って管理していただけ

ている場合には問題ないのですが、所有者が高齢又は死亡などで管理がされていない、放

置したままの空き家を相続していたり、所有者が適切な管理ができていない場合には、民

法７１７条１項において土地の工作物の設置又は保存の瑕疵により他人に損害を及ぼした

場合に損害賠償責任を定められていることから、老朽化により屋根や外壁が脱落又は飛散

したりして、隣人や通行人の生命、身体、財産に損害を及ぼした場合には損害賠償責任を

負う可能性もあるということです。最近は、空き家等対策の推進に関する特別措置法とい

う法律により、管理状況が著しく悪い空き家、例えば浄化槽の破損や窓ガラスが割れてい

る、外壁や屋根の脱落などを放置している場合には、市町村長が所有者等に対し、必要な

改善措置を取るように助言、指導、勧告、命令をすることができるようになっています。

勧告を受けると、税額の増額や命令に従わない場合には空き家の取壊し等がなされ、要し

た費用は空き家の所有者から徴収されることになります。このような空き家の場合、空き

巣や火災の発生など、防災面や集落の景観だけでなく、生い茂った庭木や雑草でタヌキや

ハクビシンといった野生動物のすみかとなったり、蚊やスズメバチを発生させたりと生活

環境においても悪影響を及ぼす場合も出てきます。そういったことになる前に、空き家の

状況を事前に把握して、空き家に関する相談窓口や財産管理が難しい場合には成年後見等

の制度を利用するなど、早めの対応が必要であると思われます。

そこで、こうした空き家の実態把握及び適切に管理できていない空き家等への対策をお

聞きしたいと思います。また、所有者が高齢で管理が困難であったり、コロナ等の影響で

所有者が県外から頻繁に帰れないなどの空き家で、どなたか別の方が管理をすれば、まだ

維持できる家屋などについては先ほどお答えいただいた空き家バンクを介しての移住へと

つながるよう取組をされているようですが、今後、空き家の利用促進といったことにつな

がる取組があれば、お答えいただければと思います。

３件目の家庭ごみについては、今回の委託については、可燃ごみの収集運搬のみという

ことで、一般に家庭から排出される可燃ごみ、いわゆる指定ごみ袋の赤い色の「燃えるご

み」と書かれた袋で、廃棄物の種類は台所ごみ、生ごみ、布、皮革製品、紙くず、プラス

チック容器包装に当たらないプラスチック、その他可燃ごみと表記され、町内会名と氏名

を書くようになっているかと思います。家庭から出るごみのほとんどがこの可燃ごみに分

類されていると思われますが、美馬市においても指定ごみ袋を必ず使用することになって

いて、指定ごみ袋を導入することで分別がしやすく、ごみの排出量の削減、リサイクルの

促進といった目的につながるとはいえ、実際にはどうなのでしょうか。

家庭から出されるごみの量の問題、またそのごみの出し方や集積場所や時間についても

一定のルールは設けてあるものの、地域を歩いてみるとごみが置かれている場所は様々で

す。ごみの置き方については、カラスやネコ、イヌなどがごみを荒らさないようにネット

をしているところもあれば、そのままのところもあります。自治会によってはきちんと柵
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で囲って管理されているところもあります。集積場所については、地域や自治会で決めた

集積場所であれば問題ないのですが、歩行者や登下校の妨げになるような側道や歩道が集

積場所になっていたり、中には県道を横断しなければ集積場所がない地域であったり、収

集運搬車が入っていけない地域など、高齢者のみの世帯がごみを出すには危険な場所や困

難な状況も見られます。特に高齢者のごみ出しは、これからの地域の課題でもあるかと思

います。分別やごみを出すことがおっくうになりごみ屋敷であるとか生活環境の面からも

収集については改善していく必要があるように思われます。また、収集箇所においても収

集運搬作業の効率化にも関係することから、ごみステーション等の設置など必要になって

くるのではないでしょうか。

そこで、今後、このような生活環境に関する取組について、どのように考えていかれる

のかお聞かせいただければと思います。よろしくお願いします。

◎教育長（村岡直美君）

議長、教育長。

◎議長（林 茂議員）

はい、村岡教育長。

［教育長 村岡直美君 登壇］

◎教育長（村岡直美君）

１番、田中みさき議員からの再問のうち、私からは、地域における登下校時の安全対策

についてのご質問にお答えいたします。

地域における子どもたちの登下校時の安全対策につきましては、登校時には小学校区の

交通安全母の会や学校支援地域ボランティアの皆様による立哨や交通指導など、地域の

方々に様々なお立場からのご協力をいただいております。

また、下校時には、子どもたちが１人にならないよう、散歩の時間を下校時間に合わせ

る取組を行っている地域があるなど、地域の皆様が子どもたちを温かく見守ってくださっ

ていることに心から感謝しております。

交通事情や防犯対策など、子どもたちの登下校には様々な課題はございますが、美馬市

通学路交通安全プログラムに基づき、関係機関が連携して、通学路の課題を点検し、危険

箇所の対策を図るとともに、今後とも地域の皆様のご協力をいただきながら、子どもたち

が安心して通学できるよう安全確保に努めてまいります。

◎建設部長（河野 功君）

議長、建設部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、河野建設部長。

［建設部長 河野 功君 登壇］

◎建設部長（河野 功君）

続きまして、空き家の除却、利用促進についての再問のうち、私からは空き家の除却に

つきましてお答えいたします。

適切な管理が行われていない空き家などが防災、衛生、景観等の地域住民の生活環境に
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深刻な影響を及ぼしており、地域住民の生命、身体、財産の保護、生活環境の保全のため

に対応が必要であることは、議員ご指摘のとおりでございます。

ご質問の除却すべき危険な空き家の実態でございますが、平成３０年住宅・土地統計調

査によりますと、空き家のうち取壊し対象に分類される物置、長期不在、取壊し予定の空

き家などが全体の５２.８％となっており、そのことから本市におきましても空き家の半

数以上が除却の対象と考えられます。

平成２７年度に市内全域における空き家情報抽出及び台帳作成業務と集落支援員による

状況調査を実施したところ、建築時期が古く、腐朽・破損があるものの割合が大きいとの

結果が出ております。

また、主要部分である屋根や柱の傾きが生じているなどの危険な状態にある建物も多く、

災害発生時には避難路を閉塞する恐れがあるなど、防災上においても大きな課題があると

考えられます。

現在、これら危険空き家に係る実態調査を進めるとともに、市民からの相談、通報によ

り、危険な空き家に係る具体の事案が発生した場合には、市職員により当該空き家の状態

や周辺環境、特に道路等公共施設への影響等を検討し、所有者を追跡調査の上、適正な管

理を行うよう指導しております。

議員ご質問の中にもございました空き家対策の推進に関する特別措置法施行後の平成２

７年度以降、市民からの通報件数が７２件あり、このうち２７件は除却等の対応済みであ

り、２件が除却等を検討していただいておりますが、所有者不明が３件あり、残りの４０

件は指導を継続している状況でございます。

なお、指導等によることなく、美馬市老朽危険空き家除却支援事業などの助成制度を活

用し、所有者が自主的に解体撤去された空き家が４８件となっておりますが、放置空き家

の問題は、今後ますます深刻になっていくことが予想されます。

所有者の所在が明確でない、相続ができていない、経済的な理由、更なる空き家の老朽

化など、非常に大きな問題ではありますが、県等関係機関との連携を図りながら、支援事

業の更なる拡充など検討を続けるとともに、所有者に対しても引き続き状況の改善を図れ

るよう指導を行い、危険空き家の解消に努めてまいります。

◎美来創生局長（篠原孝志君）

議長、美来創生局長。

◎議長（林 茂議員）

はい、篠原美来創生局長。

［美来創生局長 篠原孝志君 登壇］

◎美来創生局長（篠原孝志君）

私からは、空き家の利用促進についての再問にお答えいたします。

移住交流センターに寄せられる空き家に関する相談は、空き家の修繕や管理、相続や処

分など多岐にわたることから、令和元年５月に市とＮＰＯ法人空き家コンシェルジュは、

県内の不動産や建設、司法書士会など各分野の専門７団体と連携協定を結び、空き家対策

プラットホームを結成いたしました。このことにより、各団体が相互に連携・協力し、空
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き家の利用促進に取り組んでいるところでございまして、これまで４５件の相談依頼を受

け、案件に応じた専門団体が対応することにより、問題の解決が図られてきてまいりまし

た。

また、登録物件数の拡大に向けましては、移住交流センターの職員が各自治会長の案内

により、地域の空き家調査を行うとともに、市が発送する固定資産税納税通知書の発送封

筒に空き家バンクの案内を印刷することにより、空き家の利用促進にも努めているところ

でございます。

今後は、農地つきの物件なども検討してまいりたいと考えておりますが、空き家バンク

への登録件数の更なる拡大を行い、利用の促進を図ることは、本市への移住や多拠点居住

など、新たな人を呼び込むための重要なツールであると考えております。

今後もホームページや広報みま、ＳＮＳなどを活用した情報発信に努めまして、空き家

利活用のなお一層の推進を図ることにより、移住や関係人口づくりの促進につなげてまい

りたいと考えています。

◎市民環境部長（伊内公一君）

議長、市民環境部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、伊内市民環境部長。

［市民環境部長 伊内公一君 登壇］

◎市民環境部長（伊内公一君）

続きまして、私からは、今後の生活と環境に関しての取組についての再問にお答えいた

します。

近年、本市の人口は、減少傾向にございますが、家庭から排出されるごみの量は横ばい

の状況が続いております。また、本市のごみ処理に係る経費につきましては、年々増加傾

向にございます。

その要因につきましては、生活スタイルの変化やコロナ禍におけるテイクアウト需要の

増加、更には企業による商品パッケージの変化が家庭から排出されるごみの形態や量に影

響しているものと考えております。

このような状況を踏まえ、本市といたしましては、指定ごみ袋を活用した分別により、

資源の再利用やごみの減量化を推進するとともに、地域コミュニティーの自主的な取組に

よるごみ出しマナーの徹底などを支援しております。

次に、ごみ集積場所の設置についてのご質問でございますが、新しくごみの集積場所を

設置する場合につきましては、複数世帯の方が一つの集積場所を利用するごみステーショ

ン方式を推奨しているところでございます。

議員ご指摘のように、核家族化による高齢者世帯や独居老人の世帯が増加してまいりま

した。そのことに伴い、ごみの排出が困難な方に対する問題は、本市におきましても大き

な課題となっております。

今後、市民の皆様が住み慣れた地域で安心して暮らせる生活環境を維持できるよう、国

の制度や他市町村の事例を参考にしながら、事業を推進してまいります。
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◎１番（田中みさき議員）

議長、１番。

◎議長（林 茂議員）

はい、１番、田中みさき君。

［１番 田中みさき議員 登壇］

◎１番（田中みさき議員）

ご答弁、ありがとうございました。

それでは、順にまとめさせていただき、少し提案というか、お願いをさせていただきた

いと思います。

通学路に関しては、定期的な点検を実施し、安全確保に努めていただくことに加え、地

域で子どもたちを見守り、育てるといった取組を是非推進していただけますようお願いい

たします。

私もダイエットを兼ねて４月中頃から６月末ぐらいまで３年生の孫と毎朝一緒に小学校

まで歩いて送る際、通学路の点検をしたのですが、低学年の子どもさんがいる家庭では子

どもだけで歩いて行かせるのは不安で、車で送っていく気持ちが分かりました。特に低学

年の場合、認定こども園まで毎日車で送迎していたのに、１年生になった途端に重いラン

ドセルを背負って登下校するのは子どもたちにとっては大変なことです。幼保連携型認定

こども園になるまでは各小学校と同じ敷地内に幼稚園があったため、小学校に上がる前２

年間で歩いて行く習慣がついていて、今のようなことはなかったと思います。それと、と

にかく送迎の車が多いことです。その理由の一つが歩いて行かすにはやはり心配といった

声が多く聞かれます。

美馬地区では、統合して５年がたとうとしています。通学路の安全ということで、今言

った低学年の子どもさんへの安全対策をスクールバスのあり方も含め、考えていただきた

いのと、実際に歩いてみて、歩道の整備が必要な箇所が多いことと、横断歩道、側道、路

肩だけでなく、停止線や「止まれ」といった文字の白線が見づらいことです。登下校の時

間帯に歩くことで、交通量や車のスピードも分かります。保護者の代わりに送迎をしてい

るおじいさんやおばあさんも多く見かけますし、中にはベビーカーを押して一緒に歩いて

送るお母さんもおいでます。ハード面での対策がすぐには難しいことは理解できます。し

かし、通学路は子どもたちだけの安全確保のためだけでなく、こういった登下校に関わる

方たち、地域住民だけでなく、また観光客にも優しい道路の環境整備と捉え、子育てしや

すく美しいまちづくりにつなげていただけますようお願いいたします。

次に、空き家対策については、空き家等対策特別措置法では、地域住民の生命、身体又

は財産を保護するとともに、その生活環境の保全を図り、あわせて空き家等の活用を促進

するため、空き家等に関する施策を推進するために必要な事項を定めることを目的に制定

されています。空き家の管理責任は第一には所有者ではあると思いますが、今後、所有者

等の経済的な事情や高齢化などで適切な管理ができない場合といった個別の空き家の状況

を把握できる立場の行政において、壊すべきものは除却し、利用活用できるものは活用し、

移住定住、観光振興、福祉、産業振興、地域活性化などの施策分野を含めての対応と、ま
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た空き家を増やさないためにも地域のまちづくり、住まいづくりの取組の推進を今後も取

り組んでいただきたいと思います。

私からは、空き家の状態がひどくなる前に利用促進ということで、所有者が頻繁に帰省

できない場合、空き家や空き室をセカンドハウスや宿泊施設として所有者、利用者が柔軟

に使用できるような取組に対して自治体が修繕費用を補助するなどの支援策を提案させて

いただきたいと思います。

最後に、現代の便利で豊かな暮らしやすい日常生活において、家庭ごみはどうしても出

てしまいます。今後、福祉の面でも高齢者世帯や一人暮らしで分別等も困難な世帯につい

てはごみの排出、収集に関しても配慮していただけたらと思います。一般廃棄物に含まれ

る家庭から出るごみは廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条の２において、「市町村

は一般廃棄物処理計画に従って、その区域内における一般廃棄物を生活環境の保全上支障

が生じないうちに収集し、これを運搬し、及び処分しなければならない」とあり、美馬環

境整備組合の職員の方々には適切な処理に努めていただいていると思います。４月から民

間事業者による可燃ごみ収集運搬業務になりますが、長年、従事者として働いていただい

ている会計年度任用職員の方々の処遇についても、市としても責任を持って対応していた

だきたいと思います。

環境省が令和３年３月３０日に取りまとめた資料によりますと、令和元年度における全

国の一般廃棄物の排出及び処理状況の調査結果では、１日に１人当たりのごみ排出量は９

１８グラム、ごみの総排出量は４,２７４万トン、東京ドーム１１５杯分とあります。「日

本の廃棄物処理の歴史と現状」と書かれたパンフレットには、各主体の役割と責任分担と

して、環境に負荷のかからない循環型社会の形成のためには、国、地方公共団体、事業者、

国民等の多様な主体が循環型社会形成基本法で示されたそれぞれの役割を認識して３Ｒを

推進していくとともに、廃棄物の処理に関しても各主体が自身の責務を果たし、機能的に

連携することで、適正処理を行う仕組みを構築、継続していくことが重要とされ、廃棄物

処理法でもごみを排出する私たちの責務も明確に定められています。資源には限りがあり

ます。最近は循環型経済、サーキュラーエコノミーといった廃棄製品や原材料などを新た

な資源として、経済活動の循環経済を目指す企業の取組事例も目にすることが増えてきま

した。

また、上勝町の町を挙げて再資源化や再利用に取り組み、生ごみは各家庭、事業所が堆

肥化し、生ごみ以外は住民が１か所にごみを持ち込み、４５種類に細かく分別して出すご

みステーションと幾つかの役割を加えた複合施設ゼロ・ウェイストセンターは有名です。

最近は、他県においても包装ごみ削減を目指したごみの出ない買物ができるように、店

内全商品が量り売りで、オーガニックやフェアトレードにこだわり、ゼロ・ウェイスト、

ごみゼロスーパーなども話題になっています。例えば、美馬市でも道の駅等で生産者の

方々や各関係機関と連携し、プラスチックフリーにこだわり、野菜は木箱に入れて販売、

そのままレジに持っていくと計算されて、グラム当たりの値段で購入できる仕組みなどを

取り入れることで、消費者がごみ問題や食品ロスを考えるきっかけづくりになる、そうい

ったまちづくりから取り組んでみるのもいいのではないかと思います。



－８４－

地球規模での排出物の増加とプラスチックごみなどを含む質の多様化が起こり、生活環

境や公衆衛生を悪化させています。特にプラスチックについては６３億トン廃棄され、リ

サイクルされたのは僅か９％とも言われ、化学物質を含むプラスチックの微粒子は食品や

水、大気中で見つかっています。私たちが作り出すごみが生み出す様々な問題は、自分た

ちが責任を持つことで減らすことが可能だと思います。繰り返しになりますが、私たち一

人ひとりが再生品の使用等により廃棄物の再生利用を図り、排出抑制や分別排出すること

につなげるためには、廃棄物を単にごみでなく資源であると捉える意識を高めることも求

められていると思いますので、廃棄物処理の適正はもちろんですが、環境負荷の削減に向

けた取組の推進、環境教育、事業者との協働などにも積極的に取り組んでいただけるよう

お願いして、１２月議会の私からの一般質問を終えたいと思います。ありがとうございま

した。

◎議長（林 茂議員）

議事の都合によりまして、以上で、本日の会議を終了いたします。

なお、明日９日は本日に引き続きまして、市政に対する一般質問及び委員会付託を行い

ます。

本日はこれをもって散会といたします。

本日は大変ご苦労さまでした。

散会 午後４時３７分



－８５－

会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。

令和３年１２月８日

美馬市議会議長

美馬市議会副議長

会議録署名議員 ９番

会議録署名議員 １０番

会議録署名議員 １１番


